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1．ご意見のとりまとめ（概要） 

 

仁淀川水系においては、平成20年３月26日に河川法に基づき「仁淀川水

系河川整備基本方針」が策定されました。 

これを受けて、仁淀川水系では、河川整備基本方針の目標に向けて段階的

に河川整備を推進していくために、概ね３０年後の河川整備の目標及び具体

的な河川整備の内容を明確にする「仁淀川水系河川整備計画」が平成25年

12月に策定されました。 

このような中、平成 26 年 8 月の台風 12 号及び台風 11 号により、

仁淀川下流域を中心に大雨となり、特に日下川、宇治川では甚大な被害

が発生しました。これを受けて、四国地方整備局及び高知県は、河川整

備計画の点検を行い､「第 3 回 仁淀川流域学識者会議(平成 26 年 12 月

18 日)」､「第 4 回 仁淀川流域学識者会議(平成 27 年 1 月 28 日)」に

おいて、その内容を報告し河川整備計画の変更が必要との意見をいただ

き、河川整備計画の変更を行うことにしました。 

変更を行うため、「仁淀川水系河川整備計画【変更原案】」（以下『変

更原案』という。）を作成し、平成 27 年 10 月 22 日に公表しました。 

この『変更原案』に対して、多くの流域住民の皆様からご意見を頂くた

め、平成27年10月23日から同11月24日まで、はがきやFAX、電メー

ルによるご意見の募集（パブリックコメント）を行いました。また、学識

経験者の方々からご意見をお伺いするため、「第5回仁淀川流域学識者会

議」を平成27年10月29日に開催しました。 

おかげさまで、数多くのご意見を頂き、誠に有難うございました。 

頂きました【変更原案】に関するご意見の総括は、表－1 のとおりです。 

なお、流域住民の方々の氏名等の個人情報については、公表を差し控えさ

せて頂いております。 
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意見数
質問数

発言
者数

25件 8名

会議名 日程 会議場所 備考

第5回　仁淀川流域学識者会議 H.27.10.29（水） 高知城ホール 全委員9名 内1名欠席

種別 高知市 土佐市 いの町 日高村 佐川町 越知町 仁淀川町 計

ハガキ 2件 3件 7件 9件 1件 22件

電子メール 0件

FAX 4件 4件

その他（手紙） 6件 6件

計 0件 2件 9件 11件 9件 0件 1件 32件

※1枚の投稿で複数の意見がある場合は別意見としてカウント

（共通）

（治水）

（利水）

（環境）

（管理）

(調査・研究）

(その他）

分類 意見数

河川整備計画全般 4件

洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減 29件

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 2件

河川環境の整備と保全 7件

維持・管理 13件

調査・研究 1件

その他 1件

合　計 57件

 

表－１ 仁淀川水系河川整備計画【変更原案】 

   に関するご意見・ご質問の総括について 

 

①  仁淀川流域学識者会議でのご意見数 

 

 

 

②  パブリックコメントによるご意見数 

(意見募集期間：平成27年10月23日～平成27年11月24日) 

 

 

 

 

 

 

③  意見分類によるご意見数 
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２．ご意見への対応 

2．1 ご意見の整理 

ご意見の整理にあたっては、仁淀川流域学識者会議の議事録やパブリ

ックコメントで頂いた文章の中の意見を「テーマ」ごとに分類し整理し

ました。 

 

2．2 四国地方整備局及び高知県の考え方 

「2.1」で分類したテーマ毎のご意見に対し、四国地方整備局及び高

知県の考え方をお示ししています。 

 

2．3 考え方に対応した「河川整備計画【変更原案の修正案】」の内容 

皆様から頂いたご意見について、「河川整備計画【変更原案】」に反

映したものについては、アンダーラインや見え消し等で表記しました。 
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テーマ

河川整備計画全般（共通） 共通- 1 河川整備計画

治水- 1 堤防の整備

治水- 2 地震津波対策

治水- 3 ダムによる洪水調節

治水- 4 内水対策

治水- 5 県管理区間の整備

河川の適正な利用及び流水の正常
な機能の維持（利水）

利水- 1 水利用

環境- 1 調整池の保全

環境- 2 河川空間利用

管理- 1 河道の維持管理

管理- 2 堤防・護岸の維持管理

管理- 3 河川の維持管理

管理- 4 施設の維持管理

管理- 5 ダムの維持管理

管理- 6 危機管理

管理- 7 河川情報の提供

調査・研究 調査・研究 河川整備計画の調査・研究

その他
（その他）

その他- 1 その他

分類№

洪水、津波、高潮等による災害の
発生の防止又は軽減
（治水）

河川環境の整備と保全
（環境）

維持・管理
（管理）

３．ご意見に対する四国地方整備局及び高知県の考え方 

 

仁淀川水系河川整備計画【変更原案】に関する意見の整理表 
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容

共
通

-
 
1

河
川

整
備

計
画

河
川

整
備

計
画

の
手

続
き

1
パ

ブ
コ

メ
佐

川
町

　
河

川
整

備
計

画
（
変

更
原

案
）
を

直
ぐ

に
実

施
し

て
下

さ
い

。
　

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

変
更

を
早

期
に

行
い

､事
業

を
推

進
し

て
ま

い
り

ま
す

。
-

共
通

-
 
1

河
川

整
備

計
画

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

2
学

識
者

－

　
具

体
的

な
事

業
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
、

学
識

者
会

議
だ

け
で

お
答

え
頂

く
だ

け
で

は
住

民
の

方
に

伝
わ

ら
な

い
の

で
、

例
え

ば
事

業
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

情
報

提
供

に
つ

い
て

お
聞

き
し

た
い

。

　
事

業
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

の
地

元
説

明
会

や
仁

淀
川

流
域

学
識

者
会

議
な

ど
の

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
お

示
し

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
明

確
に

何
年

ま
で

に
工

事
が

完
了

す
る

と
い

う
こ

と
は

予
算

的
な

制
約

と
現

場
に

お
け

る
予

見
で

き
な

い
事

象
な

ど
に

よ
り

進
捗

が
計

画
通

り
い

か
な

い
こ

と
も

あ
り

、
何

年
ま

で
と

い
う

の
は

明
確

に
は

示
し

難
い

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。

-

共
通

-
 
1

河
川

整
備

計
画

事
業

監
理

3
学

識
者

－

　
ソ

フ
ト

対
策

は
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

あ
る

が
､
こ

の
事

業
の

進
捗

は
誰

が
ど

こ
で

チ
ェ

ッ
ク

し
て

、
本

当
に

こ
れ

が
住

民
の

方
々

に
届

い
て

い
る

の
か

、
参

加
促

進
が

さ
れ

て
い

る
の

か
と

い
う

チ
ェ

ッ
ク

は
ど

こ
で

や
る

の
か

と
い

う
疑

問
が

１
つ

あ
り

ま
す

。
　

そ
れ

は
学

識
者

会
議

で
や

る
の

か
日

高
村

が
独

自
で

や
る

の
か

分
か

ら
な

い
で

す
が

、
こ

こ
の

チ
ェ

ッ
ク

が
な

い
と

プ
ラ

ン
は

あ
る

け
ど

、
理

解
の

問
題

で
進

ま
な

い
と

か
、

具
体

的
な

課
題

が
生

じ
て

ハ
ー

ド
は

で
き

て
い

る
け

ど
ソ

フ
ト

が
で

き
て

い
な

い
と

い
う

話
が

出
て

き
た

と
き

に
効

果
そ

の
も

の
が

当
初

想
定

さ
れ

て
い

る
も

の
よ

り
も

期
待

で
き

な
い

形
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

は
な

い
か

と
い

う
恐

れ
が

あ
る

の
で

は
と

懸
念

し
て

い
ま

す
。

　
こ

こ
は

協
力

し
て

進
め

て
い

き
ま

す
と

い
う

形
に

な
る

と
思

う
の

で
す

が
、

進
捗

の
チ

ェ
ッ

ク
は

ど
こ

で
管

理
す

る
の

か
お

聞
き

し
た

い
。

　
仁

淀
川

水
系

河
川

整
備

計
画

に
記

載
さ

れ
て

い
る

国
の

事
業

の
進

捗
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

点
検

と
い

う
形

で
事

業
再

評
価

を
３

年
に

１
回

行
う

予
定

で
あ

り
、

仁
淀

川
流

域
学

識
者

会
議

で
審

議
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
ま

た
、

国
、

県
、

自
治

体
の

3
者

で
実

施
す

る
仁

淀
川

床
上

浸
水

特
別

緊
急

事
業

（
宇

治
川

･日
下

川
）
に

つ
い

て
は

、
「
宇

治
川

浸
水

対
策

調
整

会
議

」
「
日

下
川

浸
水

対
策

調
整

会
議

」
の

中
で

事
業

進
捗

を
報

告
す

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
、

そ
の

調
整

会
議

の
内

容
に

つ
い

て
も

公
表

し
て

ま
い

り
ま

す
。

-

共
通

-
 
1

河
川

整
備

計
画

事
業

効
果

4
学

識
者

－

　
波

介
川

河
口

導
流

路
の

被
害

額
の

軽
減

が
具

体
的

に
約

2
7
億

円
だ

と
今

回
想

定
さ

れ
て

い
る

わ
け

で
す

が
、

一
方

で
ど

れ
だ

け
お

金
を

か
け

て
こ

れ
だ

け
の

被
害

額
を

カ
バ

ー
し

た
の

か
と

い
う

疑
問

も
出

て
く

る
。

　
被

害
額

以
上

に
コ

ス
ト

を
か

け
て

い
た

ら
、

結
局

は
ど

っ
ち

が
よ

か
っ

た
の

か
と

い
う

話
も

出
て

く
る

と
思

う
。

　
各

事
業

の
投

資
額

に
対

し
て

の
被

害
軽

減
に

つ
い

て
は

、
計

画
段

階
、

事
業

中
、

事
業

完
了

後
の

段
階

毎
に

お
い

て
、

ど
れ

だ
け

の
事

業
費

を
充

て
て

、
被

害
軽

減
に

な
る

か
評

価
し

て
い

ま
す

。
こ

の
評

価
は

費
用

便
益

比
(Ｂ

／
Ｃ

)と
い

う
形

で
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

　
今

回
の

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

変
更

原
案

の
修

正
案

に
つ

い
て

も
、

投
資

額
に

対
し

て
便

益
(価

値
)が

上
回

り
、

妥
当

な
結

果
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

波
介

川
河

口
導

流
事

業
に

お
け

る
平

成
26

年
8
月

台
風

1
2
・
1
1
号

に
よ

る
治

水
事

業
の

効
果

に
示

し
て

い
る

被
害

額
約

2
7

億
円

減
少

は
、

2
洪

水
に

対
し

て
の

効
果

を
算

出
し

て
い

る
も

の
で

あ
り

、
今

後
の

洪
水

に
よ

っ
て

更
な

る
事

業
効

果
が

生
じ

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。

-

治
水

-
 
1

堤
防

の
整

備
大

内
地

区
の

堤
防

整
備

5
パ

ブ
コ

メ
い

の
町

　
平

成
1
7
年

ご
ろ

と
思

い
ま

す
が

、
台

風
に

よ
り

仁
淀

川
が

増
水

し
て

、
八

田
堰

か
ら

下
に

5
0
0
メ

ー
ト

ル
く
ら

い
堤

防
が

低
く
、

5
0
セ

ン
チ

位
で

堤
防

を
越

す
と

こ
ろ

で
し

た
が

、
そ

の
後

水
が

引
き

被
害

が
出

な
か

っ
た

が
、

大
き

な
台

風
が

来
る

と
堤

防
を

水
が

越
す

恐
れ

が
あ

る
の

で
、

か
さ

上
げ

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
平

成
1
7
年

9
月

台
風

1
4
号

(平
成

1
6
年

～
平

成
1
9年

の
期

間
で

一
番

水
位

が
高

か
っ

た
洪

水
)で

は
、

大
内

地
区

の
堤

防
(河

口
よ

り
8
.8

km
地

点
)付

近
の

国
が

観
測

し
た

河
川

水
位

は
堤

防
天

端
か

ら
3
.2

m
低

い
状

況
で

あ
り

ま
し

た
。

　
ま

た
、

大
内

地
区

の
堤

防
に

つ
い

て
は

、
計

画
堤

防
断

面
と

し
て

、
昭

和
4
5
年

～
4
7
年

に
堤

防
工

事
を

実
施

し
完

成
し

て
お

り
、

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
目

標
と

す
る

流
量

に
対

し
て

､計
画

す
る

水
位

以
下

で
安

全
に

流
下

で
き

る
川

の
断

面
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
ま

す
。

p1
2
5

　
大

内
地

区
（
左

岸
8
.0

k～
1
0
.0

k）
の

堤
防

高
に

つ
い

て
は

、
「
図

-
4
.1

.1
仁

淀
川

の
現

況
堤

防
高

」
に

示
し

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
2
5
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
仁

淀
川

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

①
堤

防
の

整
備

　
図

-
4
.1

.1
 仁

淀
川

の
現

況
堤

防
高

テ
ー

マ
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
2
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
1

堤
防

の
整

備
谷

地
区

の
堤

防
整

備
6

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
浸

水
に

よ
る

計
画

変
更

を
す

る
な

ら
、

前
回

も
お

願
い

し
た

が
、

い
の

町
「
谷

地
区

」
も

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。
　

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
目

標
と

す
る

流
量

に
対

し
、

計
画

す
る

水
位

以
下

で
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
応

と
し

て
、

谷
地

区
の

堤
防

整
備

を
位

置
付

け
し

て
お

り
ま

す
。

p1
2
6

　
谷

箇
所

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
堤

防
整

備
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
2
6
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
仁

淀
川

1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

①
堤

防
の

整
備

　
表

-
4
.1

.1
 堤

防
の

整
備

（
築

堤
）
を

実
施

す
る

区
間

治
水

-
 
2

地
震

津
波

対
策

地
震

津
波

対
策

7
パ

ブ
コ

メ
土

佐
市

　
賛

成
。

津
波

が
仁

淀
川

を
遡

っ
て

き
た

時
に

も
役

立
つ

の
で

早
く
着

工
し

て
く
だ

さ
い

。
整

備
の

工
法

な
ど

に
つ

い
て

は
、

コ
ス

ト
の

面
も

よ
く
考

え
て

や
っ

て
く
だ

さ
い

。

治
水

-
 
2

地
震

津
波

対
策

地
震

津
波

対
策

8
パ

ブ
コ

メ
土

佐
市

　
土

佐
市

最
大

の
懸

案
事

業
と

云
わ

れ
て

半
世

紀
漸

く
に

し
て

完
成

し
た

常
時

漏
水

し
て

い
た

上
流

地
区

高
岡

波
介

蓮
池

地
区

は
水

害
か

ら
確

実
に

被
害

は
去

っ
た

。
　

仁
淀

川
と

波
介

川
接

点
か

ら
河

口
ま

で
の

2
0
0
0
米

の
間

に
山

を
掘

削
し

て
新

し
い

川
を

作
っ

た
河

口
導

流
事

業
で

あ
る

。
結

果
は

非
常

に
大

き
な

効
果

は
あ

る
が

現
在

地
元

で
は

農
地

を
失

う
者

も
あ

っ
て

今
後

の
生

活
の

不
安

を
案

ず
る

だ
け

で
な

い
。

波
介

川
の

堤
防

の
上

を
通

れ
ば

一
目

瞭
然

、
川

は
民

家
の

屋
根

よ
り

高
い

処
で

通
っ

て
い

る
両

河
川

を
も

ろ
に

受
け

る
新

居
上

の
村

地
区

に
し

て
は

必
ず

く
る

と
云

う
津

波
は

川
か

ら
の

氾
濫

に
よ

り
想

定
外

の
大

き
な

被
害

が
出

る
と

云
わ

れ
る

。
　

障
害

児
を

も
つ

子
供

達
も

海
岸

に
居

る
子

達
も

含
め

て
海

抜
3
.5

～
4
.0

ｍ
地

点
へ

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

が
多

い
知

的
障

害
を

速
や

か
に

台
地

へ
移

動
出

来
る

政
策

を
考

え
て

下
さ

い
。

　
海

抜
4
0
ｍ

近
い

高
台

で
生

活
し

て
た

方
が

家
と

宅
地

山
林

合
計

3
0
,0

0
0
m

2
あ

り
、

今
で

も
直

ち
に

避
難

出
来

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

命
を

守
る

最
良

の
方

途
で

す
現

地
を

ぜ
ひ

見
て

下
さ

い

　
仁

淀
川

に
お

け
る

津
波

対
策

は
､最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
に

比
べ

て
発

生
頻

度
が

高
く
､津

波
高

は
低

い
も

の
の

、
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

す
「
計

画
津

波
」
か

ら
人

命
や

財
産

を
守

る
た

め
､堤

防
整

備
及

び
樋

門
の

自
動

閉
鎖

化
を

適
切

に
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

ソ
フ

ト
対

策
と

し
て

高
知

河
川

国
道

事
務

所
管

内
の

河
川

や
海

岸
の

状
況

を
監

視
す

る
た

め
の

カ
メ

ラ
の

設
置

を
行

い
、

一
般

の
方

に
も

見
ら

れ
る

よ
う

に
高

知
河

川
国

道
事

務
所

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
配

信
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波

に
対

し
て

は
、

堤
防

整
備

や
津

波
避

難
タ

ワ
ー

な
ど

の
ハ

ー
ド

整
備

だ
け

で
は

な
く
、

避
難

の
た

め
の

情
報

提
供

等
、

ハ
ー

ド
・
ソ

フ
ト

が
一

体
と

な
っ

た
対

策
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
土

佐
市

で
は

、
南

海
地

震
に

よ
る

津
波

被
害

が
想

定
さ

れ
て

い
る

沿
岸

部
に

つ
い

て
は

、
1
5
分

で
避

難
が

で
き

る
範

囲
に

避
難

場
所

の
整

備
を

進
め

て
い

る
と

聞
い

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

ご
意

見
が

あ
っ

た
こ

と
は

土
佐

市
に

情
報

提
供

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

p1
2
9

p1
6
2

　
仁

淀
川

の
津

波
対

策
に

つ
い

て
、

ハ
ー

ド
対

策
及

び
ソ

フ
ト

対
策

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
2
9
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
仁

淀
川

　
2
) 

高
潮

、
大

規
模

地
震

・
津

波
対

策
　

河
口

部
に

お
い

て
は

、
洪

水
に

加
え

て
高

潮
及

び
大

規
模

地
震

・
津

波
か

ら
の

被
害

の
防

止
又

は
軽

減
を

図
る

た
め

、
「
計

画
津

波
」
に

対
し

て
必

要
と

な
る

堤
防

の
整

備
に

加
え

、
地

質
調

査
、

堤
防

耐
震

検
討

に
よ

っ
て

液
状

化
等

に
よ

り
被

災
す

る
可

能
性

の
あ

る
堤

防
に

つ
い

て
は

、
災

害
防

止
の

た
め

の
対

策
を

実
施

す
る

。
　

 堤
防

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

「
計

画
津

波
」
を

上
回

る
津

波
に

対
す

る
構

造
上

の
工

夫
を

し
て

い
く
と

と
も

に
、

今
後

、
関

係
自

治
体

に
お

い
て

津
波

防
災

地
域

づ
く
り

を
総

合
的

に
推

進
す

る
た

め
の

計
画

（
推

進
計

画
）
と

の
整

合
を

図
り

、
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

た
減

災
対

策
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
大

規
模

地
震

に
よ

り
堤

防
、

水
門

、
樋

門
、

排
水

機
場

等
の

河
川

管
理

施
設

の
損

傷
や

操
作

へ
の

支
障

が
生

じ
た

場
合

、
津

波
及

び
地

震
後

の
洪

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
発

生
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

予
想

さ
れ

る
被

害
状

況
、

社
会

的
状

況
等

を
考

慮
し

、
耐

震
対

策
や

閉
扉

操
作

の
自

動
化

、
高

速
化

、
遠

隔
化

等
の

対
策

を
計

画
的

に
実

施
す

る
。

【
修

正
案

p
1
6
2
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

1
) 

河
川

情
報

の
収

集
・
提

供
　

四
国

地
方

整
備

局
防

災
業

務
計

画
に

基
づ

き
、

洪
水

、
水

質
事

故
、

地
震

等
緊

急
時

に
は

、
迅

速
か

つ
的

確
に

雨
量

や
水

位
等

の
河

川
情

報
を

収
集

し
、

地
域

住
民

の
避

難
、

水
防

活
動

の
た

め
の

情
報

と
し

て
高

知
県

を
通

じ
関

係
市

町
村

に
通

知
す

る
。

ま
た

、
報

道
機

関
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

携
帯

電
話

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

、
浸

水
被

害
の

軽
減

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
レ

ー
ダ

ー
雨

量
計

を
活

用
し

た
面

的
な

局
地

的
豪

雨
の

観
測

や
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

活
用

し
た

河
川

防
災

情
報

の
提

供
等

、
情

報
の

収
集

・
提

供
の

高
度

化
を

図
る

。

- 6 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
3
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
3

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節

既
設

ダ
ム

の
洪

水
調

節
9

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
天

気
予

報
が

正
確

に
な

っ
た

の
で

、
面

河
ダ

ム
、

柳
谷

ダ
ム

、
面

河
第

三
ダ

ム
、

大
渡

ダ
ム

、
筏

津
ダ

ム
、

桐
見

ダ
ム

、
老

野
山

の
ダ

ム
等

全
て

連
体

づ
け

て
水

量
調

整
を

行
っ

て
ほ

し
い

。
　

ま
た

、
ダ

ム
が

満
水

に
な

っ
て

か
ら

放
流

し
て

い
る

よ
う

な
気

が
す

る
の

で
、

台
風

が
近

づ
い

て
来

た
ら

一
部

放
水

し
て

は
ど

う
か

。

　
仁

淀
川

水
系

の
ダ

ム
は

現
在

、
面

河
ダ

ム
、

柳
谷

ダ
ム

、
面

河
第

3
ダ

ム
、

大
渡

ダ
ム

、
筏

津
ダ

ム
、

桐
見

ダ
ム

の
６

ダ
ム

が
あ

り
、

降
雨

時
に

は
連

絡
調

整
を

行
う

な
ど

連
携

を
図

っ
て

い
ま

す
。

　
大

渡
ダ

ム
で

は
台

風
等

で
流

入
量

が
２

，
１

０
０

m
３

／
sを

超
え

る
と

予
想

さ
れ

る
と

き
は

事
前

に
水

位
を

低
下

さ
せ

て
洪

水
に

備
え

て
お

り
ま

す
。

p
6
4

p1
3
2

　
仁

淀
川

水
系

の
ダ

ム
は

、
現

在
6
ダ

ム
あ

り
、

定
め

ら
れ

た
操

作
規

則
並

び
に

操
作

規
定

に
従

い
、

施
設

管
理

者
に

よ
り

管
理

さ
れ

て
い

ま
す

。

【
修

正
案

p
6
4
】

2
．

現
状

と
課

題
2
-
1
 治

水
の

現
状

と
課

題
2
-
1
-
3
 治

水
の

現
状

と
課

題
(3

) 
ダ

ム
管

理
　

仁
淀

川
水

系
の

ダ
ム

は
、

現
在

6
ダ

ム
あ

り
、

定
め

ら
れ

た
操

作
規

則
並

び
に

操
作

規
定

に
従

い
、

施
設

管
理

者
に

よ
り

管
理

さ
れ

て
い

る
。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
放

水
路

1
0

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
放

水
ト

ン
ネ

ル
を

建
設

し
た

こ
と

に
よ

り
、

谷
の

水
や

湧
き

水
が

出
な

く
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
に

対
し

、
当

時
の

建
設

省
の

説
明

で
は

、
1
0
年

間
で

元
通

り
に

な
る

と
い

う
話

で
、

そ
の

間
の

補
償

金
を

出
し

て
も

ら
っ

た
が

、
1
0
年

た
っ

た
今

も
谷

の
水

や
湧

き
水

は
出

る
こ

と
が

な
く
元

通
り

に
な

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
田

畑
の

耕
作

が
出

来
ず

荒
れ

放
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
地

下
水

を
遮

断
さ

れ
た

た
め

に
生

活
用

水
が

な
く
な

っ
た

こ
と

か
ら

水
道

を
作

っ
て

く
れ

ま
し

た
が

、
農

業
用

水
は

未
だ

に
あ

り
ま

せ
ん

。
　

現
在

、
第

3
の

放
水

ト
ン

ネ
ル

を
計

画
さ

れ
て

い
る

よ
う

で
す

が
、

こ
れ

ら
の

問
題

を
解

決
し

て
い

た
だ

け
な

い
と

賛
成

す
る

こ
と

は
出

来
ま

せ
ん

。

  
 新

規
放

水
路

の
建

設
に

際
し

て
は

、
周

辺
の

川
や

井
戸

な
ど

の
水

利
用

の
調

査
や

放
水

路
建

設
に

よ
る

影
響

調
査

・
評

価
を

行
い

、
水

利
用

へ
の

影
響

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
対

応
を

行
っ

た
う

え
で

、
実

施
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
既

設
日

下
川

放
水

路
に

関
す

る
補

償
に

関
し

て
は

、
工

事
の

施
工

に
伴

っ
て

発
生

し
た

水
枯

渇
等

に
つ

い
て

、
水

量
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

補
償

を
既

に
行

っ
て

お
り

ま
す

。
-

治
水

-
 
4

内
水

対
策

派
川

日
下

川
1
1

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
高

知
県

と
日

高
村

と
の

共
同

に
よ

り
建

設
省

が
建

設
し

、
昭

和
2
6
年

完
成

し
た

放
水

ト
ン

ネ
ル

で
す

。
そ

の
放

水
ト

ン
ネ

ル
の

天
端

が
現

在
、

中
の

谷
川

に
1
.5

メ
ー

ト
ル

出
て

い
る

た
め

川
の

水
を

せ
き

止
め

、
台

風
や

集
中

豪
雨

の
た

び
に

被
害

が
出

て
い

る
。

ま
た

、
セ

メ
ン

ト
の

耐
久

年
数

(約
5
0
年

)が
過

ぎ
て

い
る

。
　

そ
の

た
め

、
近

年
の

異
常

気
象

に
よ

る
集

中
豪

雨
や

大
型

台
風

等
で

仁
淀

川
が

増
水

し
、

氾
濫

す
る

こ
と

で
水

圧
に

よ
る

天
端

が
破

れ
た

場
合

、
大

内
地

区
が

浸
水

し
、

大
き

な
被

害
が

起
こ

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
早

急
に

対
策

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
中

の
谷

川
で

は
、

当
該

区
間

を
含

め
、

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
の

記
載

に
あ

る
区

間
で

、
護

岸
の

整
備

等
に

よ
る

必
要

な
流

下
断

面
の

確
保

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

の
皆

様
か

ら
の

ご
理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う

努
め

、
整

備
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
ま

た
、

平
成

2
1
、

2
2
年

度
に

ト
ン

ネ
ル

断
面

診
査

や
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
確

認
な

ど
の

調
査

を
実

施
し

、
機

能
的

に
も

強
度

的
に

も
問

題
な

い
こ

と
を

確
認

を
し

て
お

り
ま

す
。

（
平

成
2
2
年

に
一

部
補

修
工

事
を

実
施

済
）

　
平

成
2
8
年

1
月

～
3
月

に
平

成
2
2
年

度
と

同
様

の
調

査
を

実
施

中
で

あ
り

、
今

後
も

、
調

査
な

ど
を

通
し

て
し

っ
か

り
と

維
持

管
理

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
5
6

　
高

知
県

が
管

理
し

て
い

る
施

設
の

老
朽

化
対

策
に

つ
い

て
、

施
設

の
更

新
等

、
適

切
な

措
置

を
講

じ
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
5
6
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

5
) 

施
設

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
の

排
水

ポ
ン

プ
場

（
排

水
機

場
）
及

び
排

水
門

施
設

等
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
巡

視
や

点
検

に
よ

り
、

機
器

の
損

傷
等

の
早

期
発

見
に

努
め

、
必

要
な

場
合

に
は

補
修

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

も
の

は
、

今
後

長
寿

命
化

に
向

け
た

維
持

管
理

方
法

等
に

関
す

る
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
施

設
の

更
新

等
、

適
切

な
措

置
を

講
じ

る
。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
4
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
新

規
放

水
路

1
2

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
新

放
水

路
の

整
備

は
歓

迎
す

る
。

昨
今

の
局

地
的

豪
雨

は
現

在
の

排
水

施
設

で
は

、
床

上
浸

水
を

避
け

ら
れ

な
い

事
実

を
示

し
て

お
り

、
放

水
路

新
設

に
よ

る
排

水
能

力
の

引
き

上
げ

を
図

ら
な

け
れ

ば
解

決
し

な
い

と
判

断
さ

れ
た

賢
明

な
も

の
と

し
て

賛
成

す
る

。

　
仁

淀
川

水
系

河
川

整
備

計
画

を
早

期
に

変
更

し
、

日
下

川
新

規
放

水
路

の
整

備
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
3
3

　
日

下
川

の
内

水
対

策
と

し
て

、
日

下
川

新
規

放
水

路
を

建
設

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
3
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(2

)日
下

川
1
) 

内
水

対
策

　
内

水
氾

濫
被

害
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
に

国
、

高
知

県
、

日
高

村
で

策
定

し
た

「
日

下
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

基
づ

き
、

ハ
ー

ド
対

策
と

し
て

、
内

水
の

排
水

能
力

向
上

を
目

的
と

し
た

新
規

放
水

路
の

整
備

を
行

う
。

放
水

路
ト

ン
ネ

ル
は

、
直

径
約

7
m

の
断

面
と

し
、

既
設

の
日

下
川

放
水

路
の

南
側

ル
ー

ト
を

計
画

す
る

。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
新

規
放

水
路

1
3

パ
ブ

コ
メ

日
高

村
　

日
下

川
新

規
放

水
路

の
計

画
案

で
は

、
放

水
路

の
排

出
口

が
八

田
堰

の
下

に
集

中
し

過
ぎ

る
。

よ
り

下
流

域
に

分
散

し
て

欲
し

い
。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
新

規
放

水
路

1
4

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
仁

淀
川

下
流

へ
水

を
集

め
る

事
を

し
な

い
で

く
だ

さ
い

。
海

へ
ト

ン
ネ

ル
を

抜
い

て
下

さ
い

。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
新

規
放

水
路

1
5

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
日

下
川

、
宇

治
川

共
に

仁
淀

川
へ

の
放

水
方

法
に

問
題

が
あ

る
。

排
水

口
が

現
状

で
は

堤
防

よ
り

下
部

に
あ

り
、

洪
水

時
に

は
水

力
が

勝
り

、
排

水
が

不
能

と
な

る
の

で
現

状
で

は
、

い
く
ら

新
し

い
放

水
路

を
作

成
し

て
も

洪
水

時
の

浸
水

被
害

は
な

く
な

ら
な

い
。

　
排

水
口

を
堤

防
よ

り
高

位
置

に
施

設
、

設
備

を
整

備
す

る
事

が
特

策
で

は
な

い
か

。
現

在
の

我
が

国
の

技
術

力
で

は
可

能
で

あ
る

。

　
日

下
川

及
び

宇
治

川
に

現
存

す
る

放
水

路
の

呑
み

口
の

高
さ

と
吐

き
口

の
高

さ
は

、
地

形
条

件
を

考
慮

し
、

仁
淀

川
側

の
吐

き
口

が
水

面
下

に
あ

る
状

態
で

排
水

で
き

る
高

さ
で

整
備

し
て

お
り

、
平

成
2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

に
お

い
て

も
、

浸
水

被
害

軽
減

に
効

果
を

発
現

し
ま

し
た

。
　

な
お

、
新

規
放

水
路

の
吐

き
口

を
高

く
し

た
場

合
に

は
、

日
下

川
及

び
宇

治
川

流
域

は
地

盤
高

が
低

い
た

め
、

放
水

路
の

勾
配

が
逆

勾
配

と
な

り
、

洪
水

を
排

水
す

る
こ

と
が

で
き

な
く
な

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

-

治
水

-
 
4

内
水

対
策

宇
治

川
内

水
対

策
等

の
進

捗
状

況
1
6

学
識

者
－

　
国

、
県

、
町

そ
れ

ぞ
れ

が
分

担
し

て
河

川
整

備
計

画
【

変
更

原
案

】
に

反
映

さ
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

そ
の

対
策

の
中

で
県

の
進

め
方

の
天

神
ヶ

谷
川

の
改

修
や

町
の

改
修

、
国

の
改

修
状

況
は

、
ど

れ
く

ら
い

進
捗

し
て

い
る

の
か

。
　

町
民

は
非

常
に

大
き

な
関

心
を

持
っ

て
見

て
い

ま
す

の
で

、
そ

れ
が

い
つ

ご
ろ

に
な

っ
て

ど
う

な
る

の
か

。
説

明
会

は
よ

く
や

っ
て

い
る

が
、

実
際

あ
ま

り
進

ん
で

い
な

い
よ

う
だ

と
い

う
よ

う
な

こ
と

も
み

ん
な

言
っ

て
い

る
の

で
す

が
、

完
成

の
時

期
も

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
河

川
改

修
事

業
は

下
流

か
ら

実
施

す
る

の
か

、
上

流
か

ら
実

施
す

る
の

か
分

か
り

ま
せ

ん
が

、
そ

こ
の

点
を

み
ん

な
に

分
か

る
よ

う
に

お
願

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
国

事
業

の
宇

治
川

排
水

機
場

は
、

平
成

2
7
年

度
中

に
詳

細
設

計
を

終
わ

ら
せ

、
平

成
2
8
年

度
よ

り
排

水
機

場
の

本
体

工
事

に
着

手
し

、
平

成
3
0
年

度
完

成
に

向
け

て
進

め
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
県

事
業

の
天

神
ヶ

谷
川

河
川

改
修

は
、

平
成

2
7年

度
中

に
詳

細
設

計
を

終
わ

ら
せ

、
平

成
2
8
年

度
よ

り
改

修
工

事
に

着
手

し
、

平
成

3
1
年

度
完

成
に

向
け

て
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

い
の

町
に

つ
い

て
も

、
平

成
2
7
年

度
は

地
元

地
区

へ
の

事
業

説
明

、
都

市
計

画
の

変
更

手
続

き
な

ど
に

着
手

し
て

お
り

、
平

成
3
1

年
度

の
完

成
を

目
標

に
進

め
て

い
る

と
聞

い
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

下
流

側
の

国
の

宇
治

川
排

水
機

場
の

完
了

を
見

据
え

、
平

成
3
1
年

度
を

目
標

に
県

及
び

い
の

町
の

事
業

が
完

成
す

る
と

い
う

計
画

で
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

-

　
日

下
川

の
内

水
対

策
を

検
討

す
る

際
に

排
水

機
場

や
新

規
放

水
路

、
新

規
洪

水
調

節
施

設
な

ど
考

え
ら

れ
る

様
々

な
案

と
比

較
検

討
し

、
経

済
性

で
最

も
有

利
な

案
と

し
て

「
新

規
放

水
路

」
が

妥
当

と
し

て
採

用
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

日
下

川
新

規
放

水
路

の
吐

き
口

に
つ

い
て

は
、

山
・
谷

・
平

地
や

高
低

差
な

ど
の

地
形

状
況

や
経

済
性

等
を

考
慮

し
て

、
八

田
堰

下
流

地
点

と
し

て
お

り
ま

す
。

-

- 8 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
5
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
4

内
水

対
策

土
地

利
用

規
制

等
1
8

学
識

者
－

　
農

地
の

盛
土

規
制

と
は

、
農

地
を

遊
水

地
と

し
て

利
用

す
る

と
い

う
こ

と
な

の
か

。
　

ま
た

、
補

償
な

ど
は

関
わ

っ
て

こ
な

い
の

か
。

　
農

地
の

盛
土

規
制

と
は

、
農

地
へ

の
新

た
な

一
定

以
上

の
盛

土
を

規
制

す
る

こ
と

に
よ

り
、

新
た

な
盛

土
が

流
域

の
浸

水
区

域
を

増
大

さ
せ

な
い

も
の

で
あ

り
ま

す
。

-

学
識

者
－

　
宇

治
川

・
日

下
川

の
内

水
対

策
の

ソ
フ

ト
対

策
を

具
体

的
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

　
ご

指
摘

の
あ

っ
た

宇
治

川
・
日

下
川

の
ソ

フ
ト

対
策

に
つ

い
て

は
、

土
地

利
用

規
制

や
啓

発
活

動
な

ど
を

河
川

整
備

計
画

に
位

置
付

け
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

い
の

町
、

日
高

村
に

お
い

て
は

、
「
宇

治
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
、

「
日

下
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

記
載

し
て

い
る

防
災

情
報

の
提

供
や

土
地

利
用

に
関

す
る

ル
ー

ル
づ

く
り

を
実

施
し

て
い

く
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
地

元
自

治
体

で
広

報
誌

な
ど

を
活

用
し

た
治

水
対

策
促

進
に

向
け

て
の

啓
発

活
動

な
ど

を
浸

水
地

域
を

中
心

に
実

施
し

て
い

く
と

聞
い

て
お

り
ま

す
。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

土
地

利
用

規
制

等
1
7

p1
3
3
-
1
3
4

　
宇

治
川

・
日

下
川

の
内

水
対

策
の

ソ
フ

ト
対

策
に

つ
い

て
は

、
土

地
利

用
規

制
や

地
域

住
民

へ
の

啓
発

活
動

等
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
3
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(2

)日
下

川
　

1
) 

内
水

対
策

　
整

備
後

の
治

水
安

全
度

の
維

持
を

図
る

た
め

に
は

、
流

域
か

ら
の

流
出

抑
制

や
、

低
地

へ
の

家
屋

進
出

の
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

「
日

下
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

基
づ

き
、

日
高

村
で

は
、

浸
水

の
危

険
性

が
高

い
地

域
に

お
け

る
土

地
利

用
規

制
と

し
て

、
新

た
な

住
宅

を
建

築
す

る
場

合
の

居
室

の
床

上
高

を
規

制
す

る
条

例
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

遊
水

機
能

減
少

の
抑

制
を

図
る

た
め

、
農

地
な

ど
の

盛
土

行
為

に
対

す
る

規
制

を
行

う
指

導
要

綱
の

作
成

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

、
地

域
住

民
へ

の
啓

発
活

動
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
行

う
。

ま
た

、
国

、
高

知
県

は
日

高
村

の
ソ

フ
ト

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
技

術
支

援
を

行
う

。

【
修

正
案

p
1
3
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(3

) 
宇

治
川

　
1
) 

内
水

対
策

　
整

備
後

の
治

水
安

全
度

の
維

持
を

図
る

た
め

に
は

、
流

域
か

ら
の

流
出

抑
制

や
、

低
地

へ
の

家
屋

進
出

の
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

「
宇

治
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

基
づ

き
、

い
の

町
に

お
い

て
浸

水
の

危
険

性
が

高
い

地
域

に
お

け
る

土
地

利
用

規
制

と
し

て
、

新
た

な
住

宅
を

建
築

す
る

場
合

の
居

室
の

床
上

高
を

規
制

す
る

条
例

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
遊

水
機

能
減

少
の

抑
制

を
図

る
た

め
、

農
地

な
ど

の
盛

土
行

為
に

対
す

る
規

制
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

活
用

、
地

域
住

民
へ

の
啓

発
活

動
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
行

う
。

ま
た

、
国

、
高

知
県

は
い

の
町

の
ソ

フ
ト

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
技

術
支

援
を

行
う

。

- 9 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
6
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
4

内
水

対
策

土
地

利
用

規
制

等
1
9

学
識

者
－

　
ソ

フ
ト

対
策

一
覧

表
に

載
っ

て
い

る
事

業
と

い
う

の
は

、
推

進
さ

れ
て

い
る

と
思

う
の

で
す

が
、

こ
れ

は
順

調
に

進
捗

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。

　
宇

治
川

に
つ

い
て

は
、

い
の

町
の

防
災

情
報

の
提

供
な

ど
の

ソ
フ

ト
対

策
と

し
て

、
町

が
実

施
す

る
ハ

ー
ド

対
策

と
と

も
に

平
成

2
7

年
度

に
地

元
説

明
会

を
行

い
、

了
解

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
今

後
は

浸
水

地
域

へ
の

実
績

浸
水

深
の

表
示

や
新

た
な

居
宅

建
築

に
関

す
る

条
例

整
備

に
向

け
て

準
備

を
進

め
て

い
く
と

聞
い

て
お

り
ま

す
。

　
日

下
川

に
つ

い
て

は
、

日
高

村
の

ソ
フ

ト
対

策
と

し
て

、
土

地
利

用
規

制
等

を
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ

と
聞

い
て

お
り

、
国

も
し

っ
か

り
支

援
し

て
ま

い
り

ま
す

。
　

な
お

、
国

、
県

、
自

治
体

の
3
者

で
実

施
す

る
仁

淀
川

床
上

浸
水

特
別

緊
急

事
業

（
宇

治
川

･日
下

川
）
に

つ
い

て
は

、
「
宇

治
川

浸
水

対
策

調
整

会
議

」
「
日

下
川

浸
水

対
策

調
整

会
議

」
の

中
で

事
業

進
捗

を
報

告
す

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
、

そ
の

調
整

会
議

の
内

容
に

つ
い

て
も

公
表

し
て

ま
い

り
ま

す
。

-

治
水

-
 
4

内
水

対
策

土
地

利
用

規
制

等
2
0

学
識

者
－

　
日

下
川

に
つ

い
て

、
昭

和
5
0
年

と
平

成
2
6
年

を
比

べ
る

と
浸

水
面

積
、

浸
水

家
屋

が
激

減
し

て
お

り
浸

水
対

策
の

効
果

は
大

い
に

あ
っ

た
こ

と
で

、
こ

の
間

に
住

民
の

方
々

の
安

心
が

あ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
　

整
備

を
し

た
か

ら
大

丈
夫

と
い

う
こ

と
で

家
を

建
て

ら
れ

る
な

ど
し

て
、

今
回

浸
水

の
被

害
に

遭
わ

れ
て

し
ま

っ
た

ケ
ー

ス
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

　
昭

和
5
0
年

当
時

か
ら

住
ん

で
い

た
方

々
が

ど
れ

く
ら

い
い

ら
し

て
、

整
備

が
終

わ
っ

て
か

ら
新

し
く

住
み

つ
い

た
方

々
が

ど
れ

く
ら

い
い

ら
し

た
か

と
い

う
こ

と
を

分
析

し
、

そ
の

結
果

を
教

訓
に

し
て

今
後

の
土

地
規

制
な

ど
に

生
か

し
て

い
か

れ
た

ら
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
ご

意
見

の
と

お
り

、
日

下
川

放
水

路
等

の
治

水
施

設
の

整
備

に
よ

り
、

平
成

2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

で
は

、
昭

和
5
0
年

8
月

洪
水

に
比

べ
て

、
被

害
は

大
幅

に
軽

減
し

、
施

設
整

備
の

効
果

が
あ

っ
た

と
推

定
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

日
下

川
放

水
路

整
備

前
後

の
家

屋
の

立
地

状
況

に
つ

い
て

は
、

確
認

で
き

ま
せ

ん
で

し
た

。
-

- 10 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
7
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
内

水
対

策
案

2
2

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
仁

淀
川

の
八

田
堰

を
撤

去
し

、
洪

水
時

に
倒

れ
る

強
度

の
ス

テ
ン

レ
ス

製
等

の
可

動
式

と
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
宇

治
川

浸
水

も
な

く
な

る
。

-

治
水

-
 
4

内
水

対
策

日
下

川
内

水
対

策
案

2
3

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
宇

治
川

、
日

下
川

流
域

を
浸

水
さ

す
、

八
田

堰
の

撤
去

は
な

ぜ
で

き
な

い
で

す
か

。
宇

治
川

の
上

流
い

の
町

枝
川

の
土

地
を

買
っ

て
家

を
建

て
た

友
人

は
家

が
浸

水
で

売
る

こ
と

が
で

き
ず

困
っ

て
い

ま
す

。

治
水

-
 
4

内
水

対
策

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
2
1

学
識

者
－

　
ソ

フ
ト

対
策

で
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
つ

く
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
す

が
、

こ
れ

に
関

し
て

は
、

内
水

対
策

が
今

回
は

主
な

の
で

仁
淀

川
本

川
の

越
水

と
か

破
堤

と
い

う
こ

と
は

全
く

視
野

に
入

れ
て

い
な

い
も

の
を

つ
く

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

で
理

解
し

て
よ

ろ
し

い
で

す
か

。

　
仁

淀
川

流
域

の
市

町
村

で
は

、
計

画
規

模
の

洪
水

に
対

し
て

仁
淀

川
本

川
の

堤
防

が
決

壊
し

た
場

合
や

内
水

被
害

に
よ

る
場

合
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

公
表

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
ま

た
、

近
年

想
定

を
越

え
る

浸
水

被
害

が
多

発
し

て
い

る
こ

と
な

ど
を

受
け

、
水

防
法

が
改

正
さ

れ
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

に
対

し
て

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

も
各

市
町

村
で

作
成

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
国

は
技

術
支

援
を

し
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
3
3
-
1
3
4

　
宇

治
川

・
日

下
川

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
に

つ
い

て
は

、
各

市
町

村
で

作
成

し
、

国
が

技
術

支
援

を
行

う
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
3
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(2

)日
下

川
1
) 

内
水

対
策

　
整

備
後

の
治

水
安

全
度

の
維

持
を

図
る

た
め

に
は

、
流

域
か

ら
の

流
出

抑
制

や
、

低
地

へ
の

家
屋

進
出

の
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

「
日

下
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

基
づ

き
、

日
高

村
で

は
、

浸
水

の
危

険
性

が
高

い
地

域
に

お
け

る
土

地
利

用
規

制
と

し
て

、
新

た
な

住
宅

を
建

築
す

る
場

合
の

居
室

の
床

上
高

を
規

制
す

る
条

例
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

遊
水

機
能

減
少

の
抑

制
を

図
る

た
め

、
農

地
な

ど
の

盛
土

行
為

に
対

す
る

規
制

を
行

う
指

導
要

綱
の

作
成

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

、
地

域
住

民
へ

の
啓

発
活

動
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
行

う
。

ま
た

、
国

、
高

知
県

は
日

高
村

の
ソ

フ
ト

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
技

術
支

援
を

行
う

。

【
修

正
案

p
1
3
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(3

) 
宇

治
川

1
) 

内
水

対
策

　
整

備
後

の
治

水
安

全
度

の
維

持
を

図
る

た
め

に
は

、
流

域
か

ら
の

流
出

抑
制

や
、

低
地

へ
の

家
屋

進
出

の
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

「
宇

治
川

総
合

内
水

対
策

計
画

」
に

基
づ

き
、

い
の

町
に

お
い

て
浸

水
の

危
険

性
が

高
い

地
域

に
お

け
る

土
地

利
用

規
制

と
し

て
、

新
た

な
住

宅
を

建
築

す
る

場
合

の
居

室
の

床
上

高
を

規
制

す
る

条
例

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
遊

水
機

能
減

少
の

抑
制

を
図

る
た

め
、

農
地

な
ど

の
盛

土
行

為
に

対
す

る
規

制
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

活
用

、
地

域
住

民
へ

の
啓

発
活

動
等

の
ソ

フ
ト

対
策

を
行

う
。

ま
た

、
国

、
高

知
県

は
い

の
町

の
ソ

フ
ト

対
策

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
技

術
支

援
を

行
う

。

　
八

田
堰

は
､高

知
県

が
所

有
す

る
取

水
堰

で
あ

り
､八

田
堰

よ
り

吾
南

用
水

と
し

て
､弘

岡
平

野
の

稲
作

等
の

た
め

に
取

水
し

て
お

り
ま

す
。

　
現

在
も

施
設

運
用

さ
れ

て
い

る
堰

で
す

が
、

今
後

、
仁

淀
川

の
河

川
整

備
が

順
次

進
め

ら
れ

た
場

合
、

将
来

的
に

改
築

等
が

必
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
今

回
の

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
､目

標
と

す
る

流
量

は
、

現
況

の
八

田
堰

が
あ

る
状

態
で

流
下

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

な
っ

て
お

り
、

八
田

堰
の

改
築

は
予

定
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
8
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
4

内
水

対
策

大
内

地
区

の
内

水
対

策
2
4

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
大

内
地

区
の

高
岡

用
水

で
す

が
、

土
佐

市
の

県
道

を
広

げ
る

た
め

、
用

水
路

を
ト

ン
ネ

ル
に

し
下

流
の

用
水

路
の

幅
を

狭
め

水
が

一
度

に
流

れ
な

い
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

　
こ

の
高

岡
用

水
は

、
日

量
約

5
～

6
ト

ン
の

水
が

流
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
台

風
や

集
中

豪
雨

で
浸

水
し

な
い

よ
う

に
、

い
の

町
が

1
ト

ン
の

排
水

ポ
ン

プ
を

設
置

し
た

が
、

容
量

が
少

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

2
6
年

8
月

の
集

中
豪

雨
で

は
、

大
内

地
区

の
家

屋
や

田
畑

が
浸

水
し

、
ま

た
、

県
道

も
約

5
0
セ

ン
チ

浸
水

す
る

な
ど

大
き

な
被

害
が

出
ま

し
た

。
　

そ
の

こ
と

か
ら

近
年

の
異

常
気

象
に

よ
る

台
風

や
集

中
豪

雨
の

災
害

に
対

し
、

対
応

で
き

る
排

水
ポ

ン
プ

(容
量

約
7
ト

ン
)の

設
置

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
こ

の
大

内
地

区
は

排
水

路
が

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

根
本

的
な

解
決

を
早

急
に

お
願

い
し

ま
す

。

　
鎌

田
地

区
（
川

内
地

区
）
に

は
　

い
の

町
に

お
い

て
1
.4

5
m

3
/
sの

ポ
ン

プ
1
基

が
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
今

後
1.

4
5
m

3
/
sの

ポ
ン

プ
1
基

を
増

設
す

る
予

定
で

あ
る

と
い

の
町

か
ら

聞
い

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

大
内

地
区

で
は

、
国

に
お

い
て

、
南

の
谷

排
水

機
場

に
2
5
m

3
/
sの

排
水

ポ
ン

プ
を

設
置

し
て

お
り

ま
す

。
　

今
後

の
内

水
氾

濫
被

害
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

内
水

被
害

の
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

家
屋

浸
水

被
害

が
著

し
い

場
合

は
、

国
、

高
知

県
及

び
地

元
自

治
体

が
連

携
し

、
必

要
な

内
水

対
策

を
行

い
浸

水
被

害
の

軽
減

･解
消

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
1
3

p1
3
1

　
仁

淀
川

の
支

川
の

内
水

氾
濫

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
対

策
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す

【
修

正
案

p
1
1
3
】

3
. 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

3
-
4
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
要

(1
) 

仁
淀

川
5
) 

内
水

氾
濫

へ
の

対
応

　
内

水
氾

濫
被

害
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

内
水

被
害

の
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

家
屋

浸
水

被
害

が
著

し
い

場
合

は
国

、
高

知
県

及
び

関
係

自
治

体
が

連
携

し
、

必
要

な
内

水
対

策
を

行
い

、
床

上
浸

水
被

害
の

軽
減

・
解

消
に

努
め

る
。

ま
た

、
内

水
被

害
の

軽
減

及
び

拡
大

防
止

の
た

め
に

は
、

流
域

か
ら

の
流

出
抑

制
や

低
地

へ
の

家
屋

進
出

の
抑

制
等

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
、

地
域

住
民

へ
の

啓
発

活
動

等
の

ソ
フ

ト
対

策
を

関
係

自
治

体
と

連
携

し
て

積
極

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
内

水
被

害
を

軽
減

す
る

。
既

設
の

排
水

機
場

等
に

つ
い

て
は

、
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
、

機
能

を
維

持
す

る
。

【
修

正
案

p
1
3
1
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
仁

淀
川

5
) 

内
水

対
策

等
　

内
水

等
に

よ
る

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
著

し
い

場
合

に
は

、
浸

水
被

害
を

検
証

し
、

発
生

要
因

等
を

把
握

し
た

上
で

、
国

、
高

知
県

及
び

関
係

自
治

体
が

連
携

の
上

、
必

要
に

応
じ

て
適

切
な

対
策

を
実

施
す

る
。

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

2
5

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
日

高
村

、
岡

花
の

日
下

川
に

架
か

っ
て

い
る

橋
の

上
流

、
調

整
池

の
放

水
口

辺
り

が
洪

水
の

度
、

上
と

下
で

3
0
c
m

～
5
0
c
m

の
水

位
の

差
が

見
ら

れ
る

。
　

川
幅

を
広

げ
る

事
が

出
来

た
ら

上
流

の
加

茂
地

区
の

浸
水

は
違

っ
て

来
る

、
と

長
年

感
じ

て
い

ま
す

。

　
加

茂
地

区
浸

水
軽

減
に

も
寄

与
す

る
下

流
の

本
郷

地
区

・
岩

目
地

地
区

の
堤

防
整

備
や

河
道

掘
削

等
に

つ
い

て
は

、
現

在
の

河
川

整
備

計
画

に
整

備
箇

所
と

し
て

位
置

づ
け

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

当
該

箇
所

は
昨

年
8
月

の
台

風
1
2
号

お
よ

び
台

風
1
1
号

よ
る

浸
水

被
害

を
受

け
、

床
上

浸
水

対
策

特
別

緊
急

事
業

に
よ

り
重

点
整

備
を

行
う

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

の
皆

様
か

ら
の

ご
理

解
が

得
ら

れ
る

よ
う

努
め

、
整

備
を

推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
4
3

　
日

下
川

等
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

堤
防

及
び

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(5

) 
支

川
【
高

知
県

管
理

区
間

】
1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

⑤
 日

下
川

　
日

下
川

、
支

川
戸

梶
川

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
不

足
す

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

及
び

護
岸

の
整

備
、

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
し

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

　
護

岸
は

覆
土

し
緑

化
を

図
る

。
河

床
に

は
現

況
と

同
様

な
み

お
筋

を
設

け
、

抽
水

植
物

の
生

育
環

境
を

保
全

す
る

。
ま

た
、

水
際

へ
の

捨
石

の
配

置
や

、
自

然
石

を
帯

状
に

配
置

し
縦

断
方

向
に

流
況

を
変

化
さ

せ
る

な
ど

、
水

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
9
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

2
6

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
戸

梶
川

と
日

下
川

の
合

流
点

の
向

き
に

つ
い

て
。

戸
梶

川
の

水
位

（
水

量
）
が

高
い

と
合

流
点

で
日

下
川

の
水

流
が

戸
梶

川
に

遮
断

さ
れ

て
い

る
の

を
見

ま
し

た
。

　
ぜ

ひ
、

戸
梶

川
の

合
流

点
の

向
き

を
放

水
口

の
方

向
に

向
け

て
も

ら
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

流
れ

に
添

う
向

き
で

あ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

　
平

成
2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

洪
水

は
、

本
郷

（
旧

岩
目

地
）
雨

量
観

測
所

に
お

い
て

、
観

測
史

上
最

大
の

大
雨

を
記

録
し

、
日

下
川

放
水

路
な

ど
の

排
水

施
設

規
模

を
上

回
る

洪
水

で
し

た
。

　
戸

梶
川

と
日

下
川

の
合

流
点

付
近

に
つ

い
て

は
、

両
河

川
と

も
に

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
し

、
流

下
断

面
を

広
げ

る
こ

と
で

洪
水

時
の

水
位

低
下

を
図

る
予

定
で

あ
り

ま
す

。
　

な
お

、
日

下
川

新
規

放
水

路
の

計
画

に
あ

た
っ

て
は

、
戸

梶
川

の
改

修
と

と
も

に
、

新
規

放
水

路
の

 
み

口
の

構
造

を
洪

水
時

の
日

下
川

・
戸

梶
川

の
流

れ
を

考
慮

し
た

構
造

と
し

、
新

規
放

水
路

か
ら

仁
淀

川
に

排
水

す
る

こ
と

で
、

平
成

2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

洪
水

に
対

し
て

、
床

上
浸

水
被

害
を

解
消

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
p1

4
3

　
日

下
川

、
戸

梶
川

整
備

に
つ

い
て

は
、

堤
防

及
び

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(5

) 
支

川
【
高

知
県

管
理

区
間

】
1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

⑤
 日

下
川

　
日

下
川

、
支

川
戸

梶
川

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
不

足
す

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

及
び

護
岸

の
整

備
、

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
し

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

　
護

岸
は

覆
土

し
緑

化
を

図
る

。
河

床
に

は
現

況
と

同
様

な
み

お
筋

を
設

け
、

抽
水

植
物

の
生

育
環

境
を

保
全

す
る

。
ま

た
、

水
際

へ
の

捨
石

の
配

置
や

、
自

然
石

を
帯

状
に

配
置

し
縦

断
方

向
に

流
況

を
変

化
さ

せ
る

な
ど

、
水

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

2
7

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
現

在
で

も
、

日
下

川
、

戸
梶

川
に

お
い

て
、

護
岸

の
洗

掘
が

進
み

根
石

は
露

出
し

枕
木

ま
で

も
が

露
出

し
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

事
実

を
述

べ
て

護
岸

対
策

を
求

め
て

も
、

先
の

説
明

で
は

、
そ

の
よ

う
な

事
態

が
生

じ
た

ら
、

災
害

復
旧

で
対

応
す

る
と

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

、
い

か
に

も
場

当
た

り
的

対
応

と
し

か
受

け
取

れ
ず

残
念

な
思

い
を

し
た

。
　

既
に

起
こ

っ
て

お
り

、
今

後
も

流
速

が
増

せ
ば

護
岸

の
洗

掘
は

加
速

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

の
で

、
く
れ

ぐ
れ

も
場

当
た

り
的

対
応

で
は

な
く
、

抜
本

的
対

策
を

求
め

て
お

く
。

　
日

下
川

・
戸

梶
川

に
つ

い
て

は
、

護
岸

の
整

備
や

河
道

掘
削

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
流

下
断

面
の

維
持

及
び

局
所

洗
掘

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

の
観

点
か

ら
、

日
高

村
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

が
実

施
で

き
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

p1
5
0

　
日

下
川

の
護

岸
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

　
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
5
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

1
) 

河
道

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
区

間
で

は
、

河
道

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

2
8

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
国

道
3
3
号

線
の

2
1
.5

km
地

点
が

つ
か

る
の

で
、

長
竹

川
・
弘

岡
川

（
日

下
川

）
を

あ
と

約
0
.2

5
km

延
長

を
し

て
ほ

し
い

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

2
9

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
長

竹
川

が
改

修
河

川
の

対
象

に
な

ら
ず

約
3
km

残
っ

て
い

る

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

3
0

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
日

下
川

の
河

川
改

修
を

約
2
5
0
m

延
長

し
て

、
長

竹
川

（
日

下
川

）
弘

岡
川

の
合

流
点

ま
で

延
し

て
ほ

し
い

。

　
日

下
川

流
域

の
河

川
改

修
は

、
段

階
的

に
着

実
な

整
備

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

現
行

の
仁

淀
川

水
系

河
川

整
備

計
画

に
位

置
付

け
し

,優
先

的
に

実
施

す
る

内
容

と
し

て
は

、
日

下
川

下
流

区
間

の
河

道
掘

削
等

に
よ

る
治

水
対

策
を

進
め

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
-
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
0
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

日
下

川
の

整
備

3
1

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
長

竹
川

、
弘

岡
川

（
日

下
川

）
の

合
流

点
よ

り
上

流
は

越
知

土
木

、
下

流
は

伊
野

土
木

。
し

ゅ
ん

せ
つ

の
時

問
題

が
あ

る
の

で
。

　
日

下
川

の
上

流
は

越
知

事
務

所
、

下
流

は
中

央
西

土
木

事
務

所
の

管
轄

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

連
絡

調
整

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
掘

削
や

樹
木

伐
採

等
、

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

p1
5
0

　
日

下
川

の
河

道
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
維

持
管

理
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
5
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

1
) 

河
道

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
区

間
で

は
、

河
道

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

柳
瀬

川
の

整
備

3
2

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
黒

岩
平

野
地

区
の

水
害

対
策

も
一

緒
に

計
画

案
に

組
入

れ
て

も
ら

い
た

い
。

  
 柳

瀬
川

に
お

け
る

黒
岩

平
野

地
区

の
治

水
対

策
に

つ
い

て
は

、
現

在
の

河
川

整
備

計
画

に
、

堤
防

お
よ

び
護

岸
工

の
整

備
や

河
道

掘
削

等
を

位
置

づ
け

て
お

り
ま

す
。

  
 工

事
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
の

皆
さ

ま
か

ら
の

ご
理

解
が

い
た

だ
け

る
よ

う
努

め
、

整
備

を
推

進
し

て
ま

い
り

ま
す

。

p1
4
4

　
柳

瀬
川

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

対
策

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(5

) 
支

川
【
高

知
県

管
理

区
間

】
1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

⑥
 柳

瀬
川

　
柳

瀬
川

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
不

足
す

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

及
び

護
岸

の
整

備
、

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
し

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

　
河

床
に

は
現

況
と

同
様

な
み

お
筋

を
設

け
、

寄
せ

土
や

捨
て

石
に

よ
り

、
河

道
の

湾
曲

に
応

じ
た

現
況

の
瀬

及
び

淵
の

再
生

を
図

る
。

ま
た

、
水

際
へ

の
捨

て
石

の
配

置
や

、
自

然
石

を
帯

状
に

配
置

し
縦

断
方

向
に

流
況

を
変

化
さ

せ
る

な
ど

、
水

生
生

物
の

生
息

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

治
水

-
 
5

県
管

理
区

間
の

整
備

宇
治

川
の

整
備

3
3

学
識

者
－

　
宇

治
川

の
河

川
整

備
計

画
に

記
載

さ
れ

て
い

る
天

神
ヶ

谷
川

工
区

に
お

い
て

、
1
/
7
0
規

模
の

7
0
％

河
道

の
整

備
と

は
、

ど
の

よ
う

な
流

量
を

目
標

に
し

て
い

る
の

か
。

　
天

神
ヶ

谷
川

工
区

に
お

け
る

年
超

過
確

率
1
/
7
0規

模
の

7
0
％

河
道

と
は

、
年

超
過

確
率

1
/
7
0
規

模
流

量
の

7
0
％

流
量

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
お

お
む

ね
年

超
過

確
率

1
/
1
0
規

模
と

な
り

ま
す

。
-
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
1
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

3
4

学
識

者

利
水

-
 
1

水
利

用
水

利
用

の
適

正
化

－

　
利

水
と

い
う

観
点

か
ら

も
支

障
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
な

注
意

を
ぜ

ひ
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
　

河
川

水
を

農
業

用
水

や
生

活
用

水
等

に
有

効
に

活
用

し
て

、
そ

れ
が

地
域

経
済

の
活

性
を

通
し

て
地

域
社

会
の

維
持

と
い

っ
た

と
こ

ろ
に

貢
献

し
て

い
る

と
い

う
実

情
も

ご
ざ

い
ま

す
。

　
３

つ
目

の
柱

に
は

き
ち

ん
と

上
が

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
利

水
と

い
う

点
か

ら
も

し
っ

か
り

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

強
く

念
ず

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。

　
仁

淀
川

流
域

で
は

、
仁

淀
川

の
豊

富
な

水
の

恵
み

を
受

け
、

上
流

部
で

は
発

電
用

水
、

農
業

用
水

、
工

業
用

水
等

に
利

用
さ

れ
、

加
田

か
ら

下
流

で
は

農
業

用
水

、
水

道
用

水
等

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
農

業
・
水

道
用

水
等

の
安

定
供

給
の

た
め

に
、

今
後

も
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
水

利
使

用
量

の
適

正
化

や
水

利
用

の
合

理
化

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
安

定
的

に
取

水
で

き
る

よ
う

、
適

切
に

管
理

・
指

導
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

p
7
1

p1
4
5

　
仁

淀
川

の
水

利
用

に
つ

い
て

は
、

広
域

的
か

つ
合

理
的

な
水

利
用

促
進

を
図

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
7
1
】

2
．

現
状

と
課

題
2
-
2
 河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

現
状

と
課

題
2
-
2
-
1
 水

利
用

(2
) 

水
利

用
の

状
況

　
仁

淀
川

流
域

で
は

、
仁

淀
川

の
豊

富
な

水
の

恵
み

を
受

け
、

上
流

部
で

は
発

電
用

水
、

農
業

用
水

、
工

業
用

水
等

に
利

用
さ

れ
、

加
田

か
ら

下
流

で
は

農
業

用
水

、
水

道
用

水
等

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
　

利
用

量
と

し
て

は
発

電
用

水
が

最
も

多
く
、

豊
富

な
水

量
と

急
勾

配
の

地
形

か
ら

生
じ

る
落

差
を

利
用

し
、

現
在

で
は

大
正

1
0
年

に
完

成
し

た
土

居
川

発
電

所
を

は
じ

め
、

柳
谷

発
電

所
等

2
0
箇

所
の

発
電

所
に

よ
り

総
最

大
出

力
約

1
9
8
,2

0
0
kW

を
発

電
し

て
い

る
。

　
そ

の
次

に
農

業
用

水
が

多
く
、

仁
淀

川
下

流
域

に
広

が
る

高
岡

・
弘

岡
平

野
で

は
、

鎌
田

用
水

、
吾

南
用

水
に

よ
り

稲
作

を
は

じ
め

、
野

菜
や

果
物

を
中

心
と

す
る

ハ
ウ

ス
園

芸
も

盛
ん

に
行

わ
れ

て
お

り
、

そ
の

か
ん

が
い

面
積

は
約

1
4
,0

0
0
h
aに

及
ん

で
い

る
。

し
か

し
、

近
年

で
は

取
水

施
設

付
近

の
河

床
形

状
の

変
化

等
に

よ
り

十
分

な
取

水
が

で
き

て
い

な
い

状
況

が
見

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

下
流

域
で

は
、

仁
淀

川
の

伏
流

水
を

取
水

し
、

高
知

市
の

水
道

用
水

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

ほ
か

、
い

の
町

の
製

紙
会

社
等

で
は

工
業

用
水

と
し

て
も

利
用

さ
れ

て
い

る
。

【
修

正
案

p
1
4
5
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
2
 河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

事
項

(1
) 

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

仁
淀

川
で

は
、

流
水

の
清

潔
の

保
持

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
の

保
全

等
に

必
要

な
流

量
を

大
渡

ダ
ム

等
に

よ
り

補
給

し
て

い
る

。
　

今
後

に
お

い
て

も
、

現
状

の
と

お
り

広
域

的
か

つ
合

理
的

な
水

利
用

促
進

を
図

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

必
要

な
流

量
の

確
保

に
努

め
る

。
ま

た
、

安
定

的
に

取
水

で
き

る
よ

う
、

必
要

に
応

じ
て

河
床

の
維

持
も

含
め

て
適

切
に

管
理

・
指

導
を

行
う

。

- 15 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
2
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

利
水

-
 
1

水
利

用
水

利
用

の
状

況
3
5

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
高

知
上

水
で

は
、

旧
伊

野
町

の
製

紙
工

場
が

多
く
地

下
水

が
汚

染
さ

れ
て

い
る

た
め

、
仁

淀
川

(大
内

、
八

十
八

前
)か

ら
水

を
取

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
旧

伊
野

町
の

地
下

水
も

汚
染

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
大

内
地

区
に

何
の

説
明

も
な

く
貯

水
菅

の
建

設
を

し
て

水
を

引
い

て
い

ま
す

。
　

そ
の

た
め

大
内

、
八

十
八

地
区

の
前

に
建

設
し

た
貯

水
菅

を
入

れ
る

前
は

川
原

で
し

た
が

、
貯

蔵
菅

を
入

れ
た

こ
と

に
よ

り
川

の
流

れ
が

変
わ

り
、

今
で

は
水

深
が

一
番

深
く
、

ま
た

、
水

が
多

く
流

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

堤
防

の
強

度
が

弱
く
な

る
こ

と
か

ら
堤

防
の

前
に

鉄
板

を
打

ち
込

み
、

地
下

水
を

遮
断

し
堤

防
の

強
化

を
し

ま
し

た
が

、
下

流
で

は
放

水
ト

ン
ネ

ル
で

地
下

水
を

遮
断

さ
れ

た
こ

と
か

ら
地

下
水

の
流

れ
が

止
ま

り
、

大
内

地
区

の
地

下
水

の
温

度
が

高
く
な

り
困

っ
て

い
ま

す
。

　
大

内
地

区
の

多
く
の

家
庭

は
、

地
下

水
を

生
活

用
用

水
と

し
て

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
こ

の
ま

ま
で

は
大

内
地

区
の

地
下

水
が

汚
染

さ
れ

る
恐

れ
が

あ
り

生
活

が
出

来
な

く
な

り
ま

す
。

早
急

に
よ

い
方

法
を

考
え

て
く
だ

さ
い

。

　
仁

淀
川

水
系

の
水

質
（
B

O
D

7
5
%
値

）
は

環
境

基
準

を
概

ね
満

足
し

て
い

ま
す

が
、

引
き

続
き

定
期

的
な

観
測

に
よ

り
水

質
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
水

質
調

査
や

水
生

生
物

調
査

等
、

地
域

住
民

等
と

一
体

と
な

っ
た

水
質

保
全

の
取

り
組

み
を

継
続

し
て

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
「
仁

淀
川

水
系

水
質

汚
濁

防
止

連
絡

協
議

会
」
、

「
仁

淀
川

清
流

保
全

推
進

協
議

会
」
等

を
通

じ
て

情
報

を
共

有
し

、
地

域
住

民
、

関
係

機
関

等
と

更
な

る
連

携
を

図
り

、
良

好
な

水
質

の
維

持
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

p1
7
0

　
仁

淀
川

の
水

質
に

つ
い

て
は

、
仁

淀
川

の
良

好
な

水
質

の
保

全
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
7
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
2
 河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

事
項

(3
) 

水
質

の
保

全
　

仁
淀

川
水

系
の

水
質

（
B

O
D

7
5
%
値

）
は

環
境

基
準

を
概

ね
満

足
し

て
い

る
が

、
引

き
続

き
定

期
的

な
観

測
に

よ
り

水
質

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

水
質

調
査

や
水

生
生

物
調

査
等

、
地

域
住

民
等

と
一

体
と

な
っ

た
水

質
保

全
の

取
り

組
み

を
継

続
し

て
実

施
す

る
。

仁
淀

川
で

は
、

水
量

豊
か

で
透

明
度

が
高

い
こ

と
か

ら
、

キ
ャ

ン
プ

や
水

遊
び

な
ど

、
流

域
内

外
の

人
々

か
ら

親
し

ま
れ

て
お

り
、

ま
た

、
清

流
仁

淀
川

と
し

て
近

年
注

目
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

良
好

な
水

質
の

維
持

に
努

め
る

。
　

一
方

、
下

流
域

で
は

、
生

活
排

水
や

工
場

排
水

等
に

よ
り

白
濁

化
し

た
水

が
支

川
か

ら
流

入
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
に

対
し

て
、

浄
化

施
設

を
設

置
す

る
な

ど
、

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
に

お
い

て
も

、
自

治
体

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

工
場

排
水

の
適

正
な

管
理

及
び

家
庭

か
ら

の
生

活
排

水
に

つ
い

て
は

、
各

家
庭

で
の

調
理

く
ず

の
処

理
や

使
用

後
の

食
用

油
の

処
理

、
洗

剤
の

適
正

な
利

用
等

の
啓

発
活

動
等

に
よ

り
、

地
域

と
一

体
と

な
っ

た
流

域
の

汚
濁

負
荷

の
低

減
に

努
め

る
。

　
さ

ら
に

、
「
仁

淀
川

水
系

水
質

汚
濁

防
止

連
絡

協
議

会
」
、

「
仁

淀
川

清
流

保
全

推
進

協
議

会
」
等

を
通

じ
て

情
報

を
共

有
し

、
地

域
住

民
、

関
係

機
関

等
と

さ
ら

な
る

連
携

を
図

り
、

良
好

な
水

質
の

維
持

に
努

め
る

。

環
境

-
 
1

調
整

池
の

保
全

日
下

川
の

調
整

池
3
6

学
識

者
－

　
日

下
川

の
調

整
池

に
つ

い
て

、
水

域
か

ら
陸

域
へ

移
り

変
わ

っ
て

い
く
部

分
の

多
様

な
環

境
を

意
識

し
た

再
整

備
を

行
っ

て
ほ

し
い

。
　

た
だ

水
域

が
あ

れ
ば

と
い

う
も

の
で

は
な

く
て

､多
様

な
立

地
環

境
、

生
育

環
境

が
な

い
と

多
様

な
生

物
は

戻
っ

て
き

ま
せ

ん
の

で
､そ

の
辺

の
意

識
変

革
が

必
要

な
の

か
な

と
思

い
ま

す
。

　
日

下
川

の
調

整
池

で
は

、
調

整
池

内
の

生
物

多
様

性
を

考
慮

し
、

洪
水

が
予

想
さ

れ
る

時
以

外
は

、
一

定
（
3
0
c
m

程
度

）
の

水
位

を
確

保
で

き
る

よ
う

、
排

水
樋

門
に

て
調

整
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

な
お

、
調

整
池

で
は

、
環

境
に

配
慮

し
水

域
か

ら
陸

域
に

移
り

変
わ

る
部

分
を

増
や

す
と

、
調

節
容

量
が

減
少

す
る

た
め

、
環

境
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

図
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

そ
の

た
め

、
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

は
、

河
川

整
備

計
画

で
は

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
と

考
え

て
い

る
た

め
、

今
後

も
仁

淀
川

水
系

学
識

者
会

議
の

学
識

者
か

ら
の

ご
意

見
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

治
水

と
環

境
の

両
立

を
図

っ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

p1
4
6

　
日

下
川

の
調

整
池

の
環

境
保

全
に

つ
い

て
は

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

湿
地

環
境

の
保

全
に

努
め

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
6
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
3
 河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
の

保
全

1
) 

レ
キ

河
原

等
の

保
全

　
ま

た
、

日
下

川
流

域
に

整
備

さ
れ

た
調

整
池

で
は

、
ト

ン
ボ

類
や

そ
の

他
の

水
生

昆
虫

の
良

好
な

生
息

・
繁

殖
環

境
と

な
っ

て
お

り
、

高
知

県
、

関
係

自
治

体
は

連
携

し
て

、
調

整
池

の
湿

地
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
3
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

環
境

-
 
1

調
整

池
の

保
全

日
下

川
の

調
整

池
3
7

学
識

者
－

　
湿

地
の

保
全

に
つ

い
て

、
戸

梶
川

に
も

新
た

に
遊

水
地

が
設

け
ら

れ
て

い
る

が
、

環
境

が
非

常
に

単
調

で
、

多
様

な
生

物
が

棲
め

る
感

じ
で

は
な

い
の

で
､住

民
の

方
々

と
ど

う
し

て
い

く
か

一
緒

に
考

え
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。

　
今

ま
で

に
日

下
川

調
整

池
、

戸
梶

川
調

整
池

で
は

、
自

然
観

察
会

・
｢メ

ダ
カ

さ
ん

家
｣を

活
用

し
た

観
察

な
ど

、
様

々
な

環
境

活
動

が
実

施
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
　

今
後

と
も

地
域

の
取

り
組

み
と

連
携

し
、

河
川

管
理

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ｐ
1
4
6

ｐ
1
7
6

　
日

下
川

の
調

整
池

の
環

境
保

全
に

つ
い

て
は

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

湿
地

環
境

の
保

全
に

努
め

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
6
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
3
 河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(1

) 
動

植
物

の
生

息
・
生

育
・
繁

殖
環

境
の

保
全

1
) 

レ
キ

河
原

等
の

保
全

　
ま

た
、

日
下

川
流

域
に

整
備

さ
れ

た
調

整
池

で
は

、
ト

ン
ボ

類
や

そ
の

他
の

水
生

昆
虫

の
良

好
な

生
息

・
繁

殖
環

境
と

な
っ

て
お

り
、

高
知

県
、

関
係

自
治

体
は

連
携

し
て

、
調

整
池

の
湿

地
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。

【
修

正
案

p
1
7
6
】

5
．

今
後

に
向

け
て

5
-
2
 地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働
  

河
川

は
多

様
な

動
植

物
を

育
む

地
域

固
有

の
自

然
公

物
で

あ
り

、
河

川
環

境
は

流
域

の
自

然
環

境
と

一
連

の
も

の
で

あ
る

。
河

川
環

境
を

保
全

し
て

い
く
た

め
に

は
、

河
川

に
お

け
る

取
り

組
み

と
流

域
に

お
け

る
取

り
組

み
が

一
体

と
な

っ
て

進
め

ら
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

  
こ

の
た

め
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

関
係

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
各

々
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
よ

り
一

層
の

連
携

・
協

働
し

た
取

り
組

み
を

実
施

す
る

よ
う

努
め

る
。

環
境

-
 
2

河
川

空
間

利
用

か
わ

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

3
8

学
識

者
－

　
江

尻
箇

所
の

『
か

わ
ま

ち
づ

く
り

』
整

備
と

い
う

の
は

、
ど

う
い

う
目

的
で

ど
の

よ
う

な
内

容
の

整
備

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
の

か
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

環
境

-
 
2

河
川

空
間

利
用

か
わ

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

3
9

学
識

者
－

　
水

辺
の

環
境

の
保

全
と

開
発

と
の

関
係

を
ど

う
い

う
ふ

う
に

考
え

る
の

か
と

い
う

基
本

的
な

考
え

方
が

計
画

の
中

に
き

ち
ん

と
明

示
さ

れ
て

い
な

い
と

い
け

な
い

と
思

う
の

で
す

が
、

そ
れ

は
河

川
整

備
計

画
に

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

か
。

環
境

-
 
2

河
川

空
間

利
用

か
わ

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

4
0

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
か

わ
ま

ち
づ

く
り

（
江

尻
）
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

無
駄

な
も

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

環
境

-
 
2

河
川

空
間

利
用

か
わ

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

4
1

学
識

者
－

　
江

尻
地

区
が

「
か

わ
ま

ち
づ

く
り

」
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

こ
こ

の
整

備
が

非
常

に
心

配
で

す
。

現
状

は
、

河
畔

林
が

あ
っ

て
面

白
い

と
こ

ろ
だ

な
と

思
っ

て
い

ま
す

。

環
境

-
 
2

河
川

空
間

利
用

か
わ

ま
ち

づ
く

り
の

整
備

4
2

学
識

者
－

　
日

下
川

と
の

合
流

点
で

河
畔

林
と

し
て

は
エ

ノ
キ

と
か

ヨ
シ

ノ
ヤ

ナ
ギ

な
ど

が
存

在
し

て
い

る
。

ま
た

、
湿

地
に

は
高

知
県

で
は

珍
し

い
タ

チ
ヤ

ナ
ギ

の
低

木
の

群
落

が
広

が
っ

て
い

て
、

非
常

に
良

好
な

状
態

が
保

た
れ

て
い

る
た

め
、

事
前

に
調

査
し

て
、

何
を

残
す

か
目

標
設

定
が

で
き

る
よ

う
な

調
査

が
求

め
ら

る
と

思
い

ま
す

。

　
江

尻
箇

所
に

つ
い

て
は

、
現

在
樹

木
や

植
物

な
ど

の
環

境
調

査
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
地

元
の

方
で

開
催

し
て

い
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

は
樹

木
な

ど
を

残
し

て
ほ

し
い

と
い

う
意

見
も

あ
る

た
め

、
日

高
村

と
連

携
し

て
計

画
し

て
ま

い
り

ま
す

。
　

ま
た

、
整

備
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
河

畔
林

の
保

全
な

ど
水

辺
の

環
境

に
も

配
慮

し
て

事
業

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
の

で
、

そ
の

旨
を

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
の

修
正

案
】
に

追
記

し
て

お
り

ま
す

。

　
江

尻
箇

所
の

『
か

わ
ま

ち
づ

く
り

』
の

整
備

を
実

施
す

る
際

に
は

、
水

辺
の

環
境

に
も

配
慮

し
な

が
ら

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

ま
し

た
。

【
修

正
案

p
1
4
9
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
3
 河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(3

) 
河

川
空

間
の

利
用

　
な

お
、

江
尻

箇
所

に
お

い
て

は
、

平
成

2
6
年

3
月

に
『
か

わ
ま

ち
づ

く
り

』
に

登
録

し
、

水
辺

の
環

境
に

配
慮

し
な

が
ら

実
施

す
る

。

※
下

線
は

、
変

更
原

案
か

ら
修

正
案

で
追

記
し

た
箇

所
を

示
す

　
江

尻
箇

所
の

『
か

わ
ま

ち
づ

く
り

』
は

、
河

川
空

間
と

ま
ち

の
融

合
が

図
ら

れ
た

良
好

な
空

間
形

成
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

に
国

と
日

高
村

が
連

携
し

て
実

施
し

て
い

る
事

業
で

あ
り

ま
す

。
　

具
体

的
な

整
備

内
容

に
つ

い
て

は
、

現
在

実
施

し
て

い
る

環
境

調
査

結
果

や
日

高
村

で
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

意
見

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

日
高

村
と

共
に

今
後

ど
の

よ
う

に
整

備
を

行
っ

て
い

く
か

を
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
整

備
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
河

畔
林

の
保

全
な

ど
水

辺
の

環
境

に
も

配
慮

し
て

事
業

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
の

で
、

そ
の

旨
を

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
の

修
正

案
】
に

追
記

し
て

お
り

ま
す

。

p1
4
9
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
4
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

管
理

-
 
1

河
道

の
維

持
管

理
県

管
理

区
間

の
維

持
管

理
4
3

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
第

１
、

２
、

３
の

放
水

ト
ン

ネ
ル

が
ム

ダ
に

（
合

計
約

3
0
0
億

）
な

ら
な

い
よ

う
に

河
川

の
し

ゅ
ん

せ
つ

を
実

施
し

て
ほ

し
い

。
　

日
下

川
･戸

梶
川

で
は

、
計

画
規

模
の

洪
水

で
あ

る
河

道
整

備
流

量
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

と
と

も
に

、
平

成
2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

に
よ

る
床

上
浸

水
被

害
を

軽
減

さ
せ

、
日

下
川

新
規

放
水

路
の

導
水

の
向

上
を

図
る

た
め

に
、

日
下

川
・
戸

梶
川

の
河

道
掘

削
等

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

　
ま

た
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
年

１
回

の
施

設
点

検
を

実
施

し
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

河
道

の
整

正
や

樹
木

伐
採

等
、

適
切

な
維

持
管

理
が

実
施

で
き

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
4
3

p1
5
0

　
日

下
川

、
戸

梶
川

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
河

道
の

掘
削

等
の

実
施

や
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
4
3
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
 河

川
工

事
の

目
的

、
種

類
及

び
施

行
の

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
機

能
の

概
要

4
-
1
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(5

) 
支

川
【
高

知
県

管
理

区
間

】
1
) 

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
策

⑤
 日

下
川

　
日

下
川

、
支

川
戸

梶
川

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
不

足
す

る
区

間
に

お
い

て
、

堤
防

及
び

護
岸

の
整

備
、

河
道

の
掘

削
等

を
実

施
し

、
必

要
な

流
下

断
面

を
確

保
す

る
。

【
修

正
案

p
1
5
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

1
) 

河
道

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
区

間
で

は
、

河
道

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

管
理

-
 
2

堤
防

・
護

岸
の

維
持

管
理

県
管

理
区

間
の

維
持

管
理

4
4

学
識

者
－

　
日

下
川

の
戸

梶
川

合
流

点
下

流
で

､河
道

掘
削

と
流

下
断

面
の

確
保

が
盛

り
込

ま
れ

て
い

ま
す

が
､た

だ
掘

る
だ

け
で

な
く
環

境
に

配
慮

し
て

や
っ

て
頂

く
も

の
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

維
持

管
理

が
大

変
に

な
っ

て
く
る

と
思

う
の

で
、

「
日

下
の

川
を

美
し

く
す

る
会

」
な

ど
の

住
民

と
協

働
し

て
､意

見
交

換
な

ど
も

交
え

な
が

ら
ど

う
い

う
川

づ
く
り

を
し

て
い

っ
た

ら
い

い
か

と
い

う
こ

と
を

考
え

て
頂

く
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

　
工

事
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
現

行
の

河
川

整
備

計
画

に
記

載
の

と
お

り
水

生
生

物
等

の
生

育
・
生

息
環

境
の

保
全

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

　
ま

た
、

工
事

完
成

後
の

維
持

管
理

も
考

慮
し

、
地

域
住

民
の

皆
さ

ま
の

意
見

も
聞

き
な

が
ら

、
協

働
し

て
川

づ
く
り

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
5
0

　
日

下
川

の
河

道
の

維
持

管
理

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

適
切

な
維

持
管

理
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
5
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

1
) 

河
道

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
区

間
で

は
、

河
道

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

管
理

-
 
2

堤
防

・
護

岸
の

維
持

管
理

県
管

理
区

間
の

維
持

管
理

4
5

パ
ブ

コ
メ

佐
川

町

　
日

下
川

、
日

下
川

の
支

川
の

長
竹

川
に

つ
い

て
は

中
央

西
土

木
事

務
所

と
協

働
で

草
刈

等
河

川
の

整
備

を
行

っ
て

い
る

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

　
河

川
堤

防
の

草
刈

り
に

つ
い

て
は

、
流

下
断

面
の

維
持

及
び

局
所

洗
掘

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

の
観

点
か

ら
、

年
１

回
を

実
施

し
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

河
道

の
整

正
や

樹
木

伐
採

等
、

適
切

な
維

持
管

理
が

実
施

で
き

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
5
4

　
日

下
川

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
洪

水
時

に
機

能
が

維
持

さ
れ

る
よ

う
適

切
に

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
5
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

4
) 

堤
防

・
護

岸
の

維
持

管
理

　
高

知
県

管
理

区
間

で
は

、
堤

防
や

護
岸

等
に

つ
い

て
、

洪
水

時
に

機
能

が
維

持
さ

れ
る

よ
う

、
平

常
時

か
ら

重
要

水
防

箇
所

等
の

点
検

を
実

施
し

、
異

常
が

認
め

ら
れ

る
時

に
は

速
や

か
に

適
切

な
補

修
等

を
実

施
す

る
。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
5
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

管
理

-
 
3

河
川

の
維

持
管

理

調
整

池
の

維
持

管
理

4
6

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
調

整
池

の
貯

水
量

維
持

の
対

策
は

考
え

て
い

る
か

。
山

の
貯

水
ダ

ム
ほ

ど
で

は
な

い
に

し
て

も
、

底
が

浅
く
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

  
  

岡
花

調
整

池
お

よ
び

馬
越

調
整

池
に

お
い

て
、

巡
視

を
行

う
中

で
、

現
在

の
と

こ
ろ

貯
水

量
に

影
響

の
あ

る
よ

う
な

土
砂

堆
積

は
見

受
け

ら
れ

ま
せ

ん
。

　
ま

た
、

調
整

池
周

辺
で

は
、

「
N

P
O

法
人

グ
ラ

ン
ド

ワ
ー

ク
ひ

だ
か

む
ら

」
や

「
沖

名
調

整
池

を
活

か
す

会
」
に

よ
る

リ
バ

ー
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
と

し
て

、
定

期
的

に
除

草
を

し
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

今
後

に
お

い
て

も
、

調
整

池
を

良
好

な
状

態
に

保
ち

、
そ

の
本

来
の

機
能

が
発

揮
さ

れ
る

よ
う

河
川

管
理

者
と

し
て

適
切

に
維

持
管

理
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
p1

5
0

　
日

下
川

の
調

整
池

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
5
0
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

1
) 

河
道

の
維

持
管

理
　

高
知

県
管

理
区

間
で

は
、

河
道

に
つ

い
て

は
、

流
下

断
面

の
維

持
及

び
局

所
洗

掘
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
の

観
点

か
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
河

道
の

整
正

や
樹

木
伐

採
等

、
適

切
な

維
持

管
理

を
実

施
す

る
。

管
理

-
 
4

施
設

の
維

持
管

理
日

下
川

放
水

路
の

除
塵

機
4
7

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
除

塵
機

に
つ

い
て

、
昨

年
は

、
一

度
に

大
量

の
塵

埃
が

押
し

寄
せ

た
た

め
に

、
負

荷
に

耐
え

ら
れ

ず
停

止
す

る
事

態
が

生
じ

た
。

　
三

方
に

排
水

し
て

い
る

の
で

影
響

は
少

な
い

と
説

明
し

て
い

た
が

、
水

位
の

時
間

的
経

過
と

除
塵

機
の

停
止

時
間

帯
と

の
相

関
関

係
は

否
定

で
き

ず
、

昨
年

は
山

崩
れ

は
な

か
っ

た
が

、
も

し
山

崩
れ

が
生

ず
れ

ば
、

流
木

が
除

塵
機

に
来

る
こ

と
も

予
測

さ
れ

る
こ

と
を

考
え

れ
ば

、
粗

大
物

は
以

前
の

吊
り

上
げ

方
式

で
、

通
常

の
塵

芥
は

現
在

の
巻

き
上

げ
方

式
で

、
二

段
構

え
の

設
備

が
必

要
と

考
え

る
。

　
日

下
川

放
水

路
の

 
み

口
は

3
箇

所
の

ス
ク

リ
ー

ン
が

あ
り

、
除

塵
機

は
正

面
ス

ク
リ

ー
ン

の
前

面
に

あ
り

ま
す

。
仮

に
除

塵
機

が
停

止
し

た
と

し
て

も
、

正
面

ス
ク

リ
ー

ン
の

下
部

や
側

面
ス

ク
リ

ー
ン

を
通

じ
て

流
下

す
る

こ
と

が
可

能
な

構
造

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
　

平
成

2
6
年

8
月

台
風

1
2
号

で
は

、
大

量
の

草
木

や
漂

着
ゴ

ミ
等

が
日

下
川

放
水

路
の

 
み

口
に

流
入

し
ま

し
た

が
、

こ
れ

ら
草

木
や

漂
着

ゴ
ミ

等
に

つ
い

て
は

出
水

中
に

順
次

撤
去

作
業

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
今

後
も

除
塵

機
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
実

施
や

機
能

停
止

に
繋

が
る

よ
う

な
大

量
の

塵
芥

が
発

生
し

な
い

よ
う

に
、

高
知

県
、

日
高

村
と

連
携

を
図

り
適

正
な

河
道

管
理

を
行

う
こ

と
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
　

p1
5
6

　
日

下
川

の
除

塵
機

(国
管

理
の

排
水

門
施

設
等

）
に

つ
い

て
は

、
定

期
的

な
点

検
や

必
要

に
応

じ
て

修
理

・
更

新
を

実
施

す
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
5
6
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(1

) 
河

川
の

維
持

管
理

5
) 

施
設

の
維

持
管

理
　

国
管

理
の

排
水

機
場

及
び

排
水

門
施

設
等

に
つ

い
て

は
、

周
辺

の
堤

防
の

地
盤

沈
下

、
洪

水
や

地
震

等
に

よ
る

施
設

本
体

の
変

状
、

周
辺

部
の

空
洞

化
等

に
よ

る
排

水
機

能
の

低
下

、
漏

水
の

発
生

等
に

よ
る

洪
水

被
害

の
発

生
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

平
常

時
の

河
川

巡
視

に
よ

る
状

況
把

握
を

実
施

し
、

損
傷

等
の

早
期

発
見

に
努

め
る

。
ま

た
、

排
水

門
等

の
操

作
員

は
、

外
観

点
検

及
び

ゲ
ー

ト
操

作
等

に
係

わ
る

機
械

設
備

、
電

気
設

備
の

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

専
門

技
術

者
が

定
期

点
検

（
年

点
検

、
月

点
検

）
を

実
施

し
、

施
設

の
状

態
を

適
切

に
評

価
し

把
握

す
る

。
点

検
に

よ
り

機
器

の
損

傷
、

劣
化

等
の

変
状

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

機
動

的
か

つ
計

画
的

に
部

品
の

修
理

、
交

換
及

び
施

設
の

更
新

を
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

排
水

門
等

か
ら

河
道

へ
と

つ
な

が
る

導
水

路
へ

の
土

砂
・
塵

芥
・
流

木
等

の
堆

積
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
速

や
か

に
除

去
す

る
。

管
理

-
 
5

ダ
ム

の
維

持
管

理
大

渡
ダ

ム
4
8

パ
ブ

コ
メ

仁
淀

川
町

　
仁

淀
川

水
系

安
全

対
策

に
つ

い
て

、
将

来
予

想
さ

れ
る

南
海

地
震

が
発

生
し

た
時

大
渡

ダ
ム

は
安

全
か

？
　

大
渡

ダ
ム

は
多

目
的

ダ
ム

で
あ

る
が

、
冬

期
に

は
水

位
（
2
0
4
ｍ

）
で

満
水

と
な

る
。

こ
の

時
点

で
巨

大
地

震
が

発
生

す
れ

ば
堰

堤
に

予
想

外
の

圧
力

が
加

わ
り

万
が

一
崩

壊
す

れ
ば

ダ
ム

津
波

と
な

り
下

流
地

区
住

民
は

不
安

で
あ

る
。

　
災

害
を

未
然

に
防

ぎ
不

案
を

無
く
す

た
め

に
次

の
提

案
を

す
る

。
　

発
電

事
業

は
大

事
で

あ
る

。
発

電
可

能
な

水
位

1
8
0
ｍ

以
下

に
常

時
保

て
ば

不
案

は
少

な
く
な

る
。

　
大

渡
ダ

ム
で

は
平

成
２

５
年

度
に

考
え

ら
れ

る
最

大
級

の
強

さ
を

持
つ

地
震

に
対

し
て

ダ
ム

の
貯

水
機

能
が

維
持

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

。

-
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
6
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

管
理

-
 
6

河
川

情
報

の
提

供
河

川
情

報
の

周
知

4
9

学
識

者
－

　
内

水
対

策
の

ソ
フ

ト
対

策
を

見
る

と
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
事

前
に

周
知

す
る

と
い

う
こ

と
だ

が
、

も
う

ひ
と

つ
重

要
な

の
は

、
情

報
提

供
で

あ
る

。
情

報
を

発
信

す
る

だ
け

で
は

な
く
、

情
報

を
受

け
取

る
側

が
実

際
に

活
用

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
　

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

し
て

も
住

民
に

届
い

て
い

な
け

れ
ば

活
用

で
き

な
い

。
今

後
、

各
自

治
体

は
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
説

明
す

る
際

は
、

ど
う

い
う

情
報

が
あ

っ
て

ど
う

活
用

す
る

か
ま

で
話

を
し

て
ほ

し
い

。

　
現

在
、

国
土

交
通

省
の

「
川

の
防

災
情

報
」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
り

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

河
川

水
位

・
雨

量
・
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ

メ
ラ

の
静

止
画

像
な

ど
の

河
川

情
報

を
提

供
し

て
お

り
ま

す
。

　
内

水
被

害
に

対
し

て
の

ソ
フ

ト
対

策
の

情
報

提
供

の
方

法
 に

つ
い

て
、

「
宇

治
川

･日
下

川
浸

水
対

策
調

整
会

議
」
の

中
で

、
国

・
高

知
県

・
関

係
自

治
体

で
連

携
を

図
り

な
が

ら
住

民
の

方
が

活
用

で
き

る
よ

う
に

広
報

誌
の

活
用

な
ど

、
引

き
続

き
、

効
果

的
な

情
報

発
信

に
つ

い
て

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
6
2

　
河

川
防

災
情

報
の

提
供

に
つ

い
て

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
6
2
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

1
) 

河
川

情
報

の
収

集
・
提

供
　

四
国

地
方

整
備

局
防

災
業

務
計

画
に

基
づ

き
、

洪
水

、
水

質
事

故
、

地
震

等
緊

急
時

に
は

、
迅

速
か

つ
的

確
に

雨
量

や
水

位
等

の
河

川
情

報
を

収
集

し
、

地
域

住
民

の
避

難
、

水
防

活
動

の
た

め
の

情
報

と
し

て
高

知
県

を
通

じ
関

係
市

町
村

に
通

知
す

る
。

ま
た

、
報

道
機

関
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

携
帯

電
話

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

、
浸

水
被

害
の

軽
減

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
レ

ー
ダ

ー
雨

量
計

を
活

用
し

た
面

的
な

局
地

的
豪

雨
の

観
測

や
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

活
用

し
た

河
川

防
災

情
報

の
提

供
等

、
情

報
の

収
集

・
提

供
の

高
度

化
を

図
る

。

  
さ

ら
に

地
域

住
民

等
に

提
供

す
る

防
災

情
報

に
つ

い
て

は
、

受
け

手
側

が
防

災
情

報
を

正
確

に
理

解
し

て
共

通
し

た
危

険
性

を
認

識
し

、
的

確
な

判
断

や
行

動
に

繋
が

る
よ

う
、

「
高

知
中

部
地

域
災

害
情

報
協

議
会

」
の

場
を

活
用

す
る

な
ど

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

。

管
理

-
 
6

河
川

情
報

の
提

供
河

川
情

報
の

周
知

5
0

学
識

者
－

　
発

信
し

て
い

る
情

報
に

対
し

て
、

住
民

が
何

を
見

て
ど

う
生

か
さ

れ
て

い
る

か
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
、

何
を

発
信

す
れ

ば
効

果
的

な
の

か
と

い
う

こ
と

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

　
現

在
、

国
土

交
通

省
の

「
川

の
防

災
情

報
」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
り

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

河
川

水
位

・
雨

量
・
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ

メ
ラ

の
静

止
画

像
な

ど
の

河
川

情
報

や
事

務
所

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

、
堤

防
が

洪
水

時
に

危
険

と
予

想
さ

れ
る

重
要

水
防

箇
所

の
情

報
を

提
供

し
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
今

年
、

鬼
怒

川
に

お
い

て
、

堤
防

の
破

堤
に

よ
り

、
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

ま
し

た
。

こ
の

水
害

を
受

け
、

「
堤

防
決

壊
に

伴
う

氾
濫

流
に

よ
る

家
屋

の
倒

壊
・
流

失
」
「
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

避
難

判
断

、
広

域
避

難
」
「
避

難
の

遅
れ

と
長

時
間

・
広

範
囲

の
浸

水
に

よ
る

多
数

の
孤

立
者

の
発

生
」
を

対
処

す
べ

き
主

な
課

題
と

捉
え

、
緊

急
的

な
取

り
組

み
と

し
て

「
避

難
を

促
す

緊
急

行
動

」
を

実
施

す
る

こ
と

と
さ

れ
、

各
自

治
体

に
も

周
知

し
て

お
り

ま
す

。
　

今
回

の
意

見
も

踏
ま

え
、

引
き

続
き

、
効

果
的

な
情

報
発

信
に

つ
い

て
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
p1

6
2

　
河

川
防

災
情

報
の

提
供

に
つ

い
て

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
案

p
1
6
2
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

1
) 

河
川

情
報

の
収

集
・
提

供
　

四
国

地
方

整
備

局
防

災
業

務
計

画
に

基
づ

き
、

洪
水

、
水

質
事

故
、

地
震

等
緊

急
時

に
は

、
迅

速
か

つ
的

確
に

雨
量

や
水

位
等

の
河

川
情

報
を

収
集

し
、

地
域

住
民

の
避

難
、

水
防

活
動

の
た

め
の

情
報

と
し

て
高

知
県

を
通

じ
関

係
市

町
村

に
通

知
す

る
。

ま
た

、
報

道
機

関
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

携
帯

電
話

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

、
浸

水
被

害
の

軽
減

に
努

め
る

。
さ

ら
に

、
レ

ー
ダ

ー
雨

量
計

を
活

用
し

た
面

的
な

局
地

的
豪

雨
の

観
測

や
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
を

活
用

し
た

河
川

防
災

情
報

の
提

供
等

、
情

報
の

収
集

・
提

供
の

高
度

化
を

図
る

。

  
さ

ら
に

地
域

住
民

等
に

提
供

す
る

防
災

情
報

に
つ

い
て

は
、

受
け

手
側

が
防

災
情

報
を

正
確

に
理

解
し

て
共

通
し

た
危

険
性

を
認

識
し

、
的

確
な

判
断

や
行

動
に

繋
が

る
よ

う
、

「
高

知
中

部
地

域
災

害
情

報
協

議
会

」
の

場
を

活
用

す
る

な
ど

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

。
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仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
7
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

管
理

-
 
6

河
川

情
報

の
提

供
河

川
情

報
の

周
知

5
1

学
識

者
－

　
水

位
を

観
測

し
て

い
る

場
所

が
限

ら
れ

る
た

め
、

観
測

所
が

無
い

所
に

住
ん

で
い

る
人

は
氾

濫
リ

ス
ク

が
分

か
ら

な
い

。
　

今
測

っ
て

い
る

観
測

所
の

水
位

が
こ

れ
く
ら

い
の

値
だ

っ
た

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
場

所
で

の
リ

ス
ク

が
ど

う
な

の
か

を
事

前
に

知
ら

せ
る

こ
と

が
重

要
に

な
っ

て
く
る

。

　
現

在
、

国
土

交
通

省
の

「
川

の
防

災
情

報
」
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
り

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

河
川

水
位

・
雨

量
・
Ｃ

Ｃ
Ｔ

Ｖ
カ

メ
ラ

の
静

止
画

像
な

ど
の

河
川

情
報

や
事

務
所

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

、
堤

防
が

洪
水

時
に

危
険

と
予

想
さ

れ
る

重
要

水
防

箇
所

の
情

報
を

提
供

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
水

位
計

が
な

い
場

所
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

代
表

地
点

の
伊

野
水

位
観

測
所

の
水

位
で

判
断

頂
い

て
お

り
、

今
後

、
き

め
細

や
か

な
情

報
を

提
供

す
る

た
め

に
有

堤
・
無

堤
区

間
に

分
け

て
情

報
提

供
を

行
う

予
定

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
毎

年
出

水
期

前
に

は
各

自
治

体
及

び
水

防
団

と
重

要
水

防
箇

所
の

合
同

巡
視

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。

川
の

防
災

情
報

：
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.r
iv

e
r.
go

.jp
/

重
要

水
防

箇
所

（
仁

淀
川

）
：

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.s
kr

.m
lit

.g
o
.jp

/
ko

c
h
i/

re
al

ti
m

e
/
im

p
o
rt

an
t/

im
po

r
ta

n
t.
h
tm

l

p1
6
2

　
河

川
防

災
情

報
の

提
供

に
つ

い
て

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

旨
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

 【
修

正
案

p
1
6
2
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

1
) 

河
川

情
報

の
収

集
・
提

供
　

地
域

住
民

等
に

提
供

す
る

防
災

情
報

に
つ

い
て

は
、

受
け

手
側

が
防

災
情

報
を

正
確

に
理

解
し

て
共

通
し

た
危

険
性

を
認

識
し

、
的

確
な

判
断

や
行

動
に

繋
が

る
よ

う
、

「
高

知
中

部
地

域
災

害
情

報
協

議
会

」
の

場
を

活
用

す
る

な
ど

、
関

係
自

治
体

と
連

携
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
善

・
拡

充
を

図
る

。

管
理

-
 
6

河
川

情
報

の
提

供
水

位
予

測
5
2

パ
ブ

コ
メ

日
高

村

　
日

下
川

増
水

危
険

予
知

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
つ

い
て

、
雨

量
デ

ー
タ

の
推

移
を

も
と

に
事

前
に

浸
水

予
知

を
行

い
地

域
住

民
の

安
全

対
策

に
資

す
る

も
の

で
あ

り
、

本
シ

ス
テ

ム
は

設
備

投
資

が
安

価
で

非
常

に
有

用
性

の
高

い
も

の
と

な
ろ

う
。

　
ご

意
見

の
と

お
り

、
浸

水
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

は
重

要
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
ま

ず
は

、
日

下
川

に
お

い
て

、
現

在
4
基

の
浸

水
セ

ン
サ

ー
を

設
置

し
、

国
か

ら
日

高
村

に
情

報
提

供
し

て
お

り
、

日
高

村
は

、
こ

の
情

報
を

元
に

避
難

判
断

の
情

報
と

し
て

活
用

し
て

お
り

ま
す

。

-

管
理

-
 
7

浸
水

被
害

軽
減

策
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

5
3

学
識

者
－

　
雨

の
降

り
方

と
の

関
係

を
住

民
に

分
か

り
や

す
く

。
ど

の
程

度
の

雨
が

降
り

続
い

て
、

水
位

が
こ

れ
く

ら
い

に
な

っ
た

ら
こ

の
地

区
は

避
難

し
て

く
だ

さ
い

と
か

、
ど

ち
ら

の
方

向
へ

と
か

、
そ

う
い

う
こ

と
を

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

示
し

て
い

く
と

い
う

理
解

で
良

い
か

　
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

と
は

、
住

民
が

安
全

に
避

難
で

き
る

よ
う

に
計

画
規

模
の

大
雨

が
降

っ
た

こ
と

に
よ

り
､河

川
が

氾
濫

し
た

場
合

の
予

想
さ

れ
る

浸
水

範
囲

・
浸

水
の

深
さ

や
避

難
場

所
等

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

各
市

町
村

が
作

成
し

て
お

り
ま

す
。

　
近

年
、

想
定

を
越

え
る

浸
水

被
害

が
多

発
す

る
た

め
、

計
画

規
模

の
降

雨
に

よ
る

浸
水

想
定

に
加

え
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

降
雨

を
前

提
と

し
た

浸
水

想
定

区
域

を
公

表
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
そ

の
想

定
し

得
る

最
大

規
模

の
降

雨
に

よ
り

河
川

が
氾

濫
し

た
場

合
の

浸
水

想
定

区
域

を
各

市
町

村
に

提
供

し
､住

民
が

安
全

に
避

難
で

き
る

よ
う

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
に

活
用

し
て

頂
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

p1
6
4

　
洪

水
に

対
す

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
整

備
の

促
進

に
つ

い
て

、
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
6
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

4
) 

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
整

備
の

促
進

　
洪

水
予

報
河

川
で

あ
る

仁
淀

川
水

系
の

国
管

理
区

間
に

お
い

て
は

、
平

成
1
4
年

1
月

に
、

洪
水

時
の

円
滑

か
つ

迅
速

な
避

難
を

確
保

し
、

水
害

に
よ

る
被

害
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

河
川

が
氾

濫
し

た
場

合
に

浸
水

が
想

定
さ

れ
る

区
域

を
浸

水
想

定
区

域
と

し
て

指
定

し
、

高
知

河
川

国
道

事
務

所
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
公

表
し

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
1
5
年

に
は

枝
川

中
央

地
区

自
主

防
災

会
に

よ
り

、
被

災
時

の
道

路
水

深
を

整
理

し
て

独
自

の
防

災
マ

ッ
プ

を
作

成
し

て
い

る
。

　
今

後
は

、
ま

ち
な

か
に

水
防

災
に

か
か

わ
る

各
種

情
報

を
表

示
す

る
「
ま

る
ご

と
ま

ち
ご

と
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
の

整
備

を
推

進
す

る
ほ

か
、

関
係

自
治

体
が

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

作
成

・
公

表
す

る
場

合
及

び
地

域
住

民
、

学
校

、
企

業
等

に
よ

る
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

活
用

し
た

避
難

訓
練

、
避

難
計

画
検

討
等

の
取

り
組

み
を

行
う

場
合

に
つ

い
て

も
、

必
要

な
技

術
的

支
援

・
協

力
を

行
う

。
　

な
お

、
土

地
利

用
の

大
規

模
な

変
更

、
大

規
模

構
造

物
の

建
設

、
地

形
の

大
規

模
な

改
変

等
に

よ
り

、
浸

水
想

定
区

域
の

大
幅

な
変

更
が

見
込

ま
れ

る
場

合
等

に
は

、
速

や
か

に
浸

水
想

定
区

域
を

見
直

す
。

管
理

-
 
7

浸
水

被
害

軽
減

策
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

5
4

学
識

者
－

　
想

定
で

き
る

最
大

規
模

の
浸

水
に

対
応

す
る

よ
う

な
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

と
人

命
を

最
優

先
し

た
避

難
計

画
等

の
策

定
と

い
う

こ
と

が
ご

ざ
い

ま
し

た
が

、
想

定
で

き
る

最
大

規
模

と
い

う
の

は
ど

の
よ

う
に

し
て

想
定

さ
れ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。

　
現

在
、

国
に

お
い

て
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

等
に

よ
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

基
礎

資
料

と
な

る
浸

水
想

定
区

域
図

を
検

討
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
な

お
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

降
雨

は
、

仁
淀

川
の

河
川

整
備

基
本

方
針

で
目

標
と

し
て

い
る

年
超

過
確

率
1
/
1
0
0
の

規
模

の
降

雨
よ

り
大

き
な

規
模

を
想

定
し

て
お

り
ま

す
。

-

- 21 -



仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
】
に

関
す

る
「
ご

意
見

・
ご

質
問

」
と

そ
の

対
応

　
1
8
/
1
8

分
類

№
№

聴
取

区
分

市
町

村
名

意
見

内
容

四
国

地
方

整
備

局
と

高
知

県
の

考
え

方
【

修
正

案
】

記
載

ペ
ー

ジ
考

え
方

に
対

応
し

た
【

修
正

案
】

の
内

容
テ

ー
マ

管
理

-
 
7

浸
水

被
害

軽
減

策
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

5
5

学
識

者
－

　
環

境
省

が
気

候
変

動
の

適
応

に
関

す
る

政
策

の
提

案
を

行
っ

て
い

ま
す

。
実

際
に

気
候

変
動

に
対

し
て

適
応

す
る

と
き

に
は

変
動

の
影

響
が

非
常

に
地

域
的

に
表

れ
る

の
で

、
そ

れ
に

対
す

る
適

応
、

つ
ま

り
大

き
な

変
化

が
起

こ
っ

て
も

災
害

を
最

小
限

に
す

る
取

り
組

み
と

い
う

の
は

地
方

自
治

体
が

中
心

に
な

っ
て

考
え

な
さ

い
と

い
う

こ
と

が
あ

ち
こ

ち
に

出
て

き
て

い
ま

す
。

　
こ

の
整

備
計

画
自

体
は

国
交

省
と

高
知

県
と

い
う

枠
組

み
で

捉
え

て
い

ま
す

が
、

一
方

で
こ

う
い

う
形

で
取

り
組

む
た

め
に

小
さ

い
規

模
で

あ
る

自
治

体
に

ど
う

い
う

形
で

協
力

を
求

め
る

の
か

。
ど

う
い

う
形

で
市

町
村

は
こ

う
い

う
こ

と
を

検
討

す
る

の
か

。
国

、
県

と
市

町
村

の
分

担
が

も
う

少
し

は
っ

き
り

分
か

る
よ

う
に

書
か

れ
て

い
る

と
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

　
特

に
こ

れ
か

ら
気

候
変

動
に

適
応

す
る

た
め

に
地

方
自

治
体

の
役

割
は

重
要

で
す

と
言

わ
れ

る
と

、
こ

う
い

う
長

期
の

整
備

計
画

の
中

で
は

そ
れ

を
視

野
に

入
れ

た
形

で
、

何
ら

か
の

分
か

り
や

す
い

表
記

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
ま

す
の

で
、

そ
の

点
を

引
き

続
き

ご
検

討
頂

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
現

在
、

国
に

お
い

て
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

降
雨

に
よ

る
浸

水
想

定
区

域
の

検
討

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
、

こ
れ

に
基

づ
き

関
係

自
治

体
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
の

支
援

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

p1
6
4

　
想

定
し

得
る

最
大

規
模

の
洪

水
等

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

に
つ

い
て

、
関

係
地

方
公

共
団

体
と

連
携

し
て

減
災

対
策

を
検

討
す

る
旨

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

【
修

正
案

p
1
6
4
】

4
．

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
2
 河

川
の

維
持

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

の
場

所
4
-
2
-
1
 洪

水
、

津
波

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(4

) 
浸

水
被

害
軽

減
策

及
び

危
機

管
理

体
制

6
) 

災
害

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

減
災

対
策

の
推

進
　

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

等
が

発
生

し
た

場
合

で
も

人
命

を
守

る
こ

と
を

第
一

と
し

、
減

災
対

策
の

具
体

的
な

目
標

や
対

応
策

を
、

関
係

地
方

公
共

団
体

と
連

携
し

て
検

討
す

る
。

　
具

体
的

に
は

、
浸

水
想

定
や

災
害

リ
ス

ク
情

報
に

基
づ

き
、

浸
水

区
域

内
の

住
民

の
避

難
の

可
否

等
を

評
価

し
た

う
え

で
、

避
難

困
難

者
へ

の
対

策
と

し
て

、
早

め
の

避
難

誘
導

や
安

全
な

避
難

場
所

及
び

避
難

路
の

確
保

な
ど

、
関

係
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
的

確
な

避
難

体
制

が
構

築
さ

れ
る

よ
う

技
術

的
支

援
等

に
努

め
る

。

調
査

・
研

究

河
川

整
備

計
画

の
調

査
・

研
究

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
動

の
影

響
5
6

学
識

者
－

　
仁

淀
川

水
系

河
川

整
備

計
画

【
変

更
原

案
】

「
今

後
に

向
け

て
」

と
い

う
こ

と
で

、
情

報
発

信
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・
協

働
、

河
川

整
備

の
調

査
・

研
究

と
い

う
も

の
が

あ
っ

て
、

従
来

の
降

雨
パ

タ
ー

ン
に

沿
わ

な
い

よ
う

な
温

暖
化

に
対

応
し

た
降

雨
パ

タ
ー

ン
あ

る
い

は
降

雨
強

度
と

い
う

も
の

の
予

測
の

研
究

も
こ

こ
に

入
れ

て
お

か
な

い
と

、
想

定
さ

れ
る

最
大

規
模

の
想

定
が

で
き

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

の
で

、
こ

の
点

は
追

加
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
国

土
交

通
省

で
開

催
さ

れ
て

い
る

「
社

会
資

本
整

備
審

議
会

河
川

分
会

　
気

候
変

動
に

適
応

し
た

治
水

対
策

検
討

小
委

員
会

」
に

お
い

て
、

施
設

の
能

力
を

上
回

る
外

力
に

対
し

て
の

施
策

な
ど

を
含

め
た

、
水

災
害

分
野

に
お

け
る

気
候

変
動

適
応

策
の

基
本

的
な

考
え

方
な

ど
を

ま
と

め
た

答
申

が
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
「
水

災
害

分
野

に
お

け
る

気
候

変
動

適
応

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
（
答

申
）
」
報

道
記

者
発

表
：

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.m
lit

.g
o
.jp

/
re

po
rt

/
pr

e
ss

/
m

iz
u
ko

ku
do

0
3
_h

h
_0

0
0

8
9
2
.h

tm
l

　
な

お
、

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
動

の
影

響
に

よ
り

、
降

水
量

が
増

大
す

る
な

ど
の

気
象

変
化

が
予

測
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
影

響
に

よ
り

河
川

整
備

計
画

の
変

更
が

必
要

な
場

合
に

は
、

見
直

し
を

実
施

す
る

旨
を

仁
淀

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
変

更
原

案
の

修
正

案
】
に

追
記

し
て

お
り

ま
す

。

p1
0
0

p1
1
1

　
地

球
温

暖
化

に
伴

う
気

候
変

動
の

影
響

に
よ

り
、

降
水

量
が

増
大

す
る

な
ど

の
気

象
変

化
が

予
測

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

影
響

に
よ

り
河

川
整

備
計

画
の

変
更

が
必

要
な

場
合

に
は

、
見

直
し

を
実

施
す

る
旨

を
位

置
付

け
ま

し
た

。

【
修

正
案

p
1
0
0
】

3
. 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

3
-
1
 河

川
整

備
の

基
本

理
念

　
仁

淀
川

は
、

昭
和

2
3
年

（
1
9
4
8
年

）
に

下
流

部
を

対
象

と
し

た
直

轄
事

業
に

着
手

し
て

以
降

、
6
0
年

以
上

が
経

過
し

た
。

こ
の

間
継

続
し

て
、

仁
淀

川
本

川
並

び
に

本
川

か
ら

の
背

水
に

よ
る

影
響

を
受

け
る

支
川

の
浸

水
対

策
の

軽
減

等
を

目
的

と
し

た
事

業
を

推
進

し
て

き
た

。
し

か
し

、
現

在
に

お
い

て
も

国
管

理
区

間
の

本
川

下
流

部
に

お
い

て
河

道
の

狭
窄

部
が

残
る

ほ
か

、
上

流
部

に
は

堤
防

未
整

備
箇

所
が

あ
る

な
ど

、
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

に
は

十
分

と
は

言
え

な
い

状
況

で
あ

る
。

ま
た

、
支

川
に

お
い

て
も

、
浸

水
被

害
の

懸
念

が
解

消
さ

れ
て

は
お

ら
ず

、
今

後
も

引
き

続
き

治
水

対
策

が
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
大

規
模

地
震

や
津

波
に

よ
る

大
規

模
な

被
害

の
発

生
も

危
惧

さ
れ

て
い

る
と

共
に

地
球

温
暖

化
に

伴
う

気
候

変
動

の
影

響
に

よ
り

、
今

後
さ

ら
な

る
大

雨
や

短
時

間
強

雨
の

発
生

頻
度

、
大

雨
に

よ
る

降
水

量
な

ど
が

増
大

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
て

い
る

な
ど

、
治

水
上

の
課

題
は

多
い

。

【
修

正
案

p
1
1
1
】

3
. 
河

川
整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

3
-
3
 河

川
整

備
計

画
の

対
象

期
間

等
　

ま
た

、
こ

れ
ま

で
の

災
害

の
発

生
状

況
、

現
時

点
の

課
題

や
河

道
状

況
等

に
基

づ
き

策
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

新
た

な
課

題
の

発
生

、
河

川
整

備
の

進
捗

、
河

川
状

況
の

変
化

、
気

候
変

動
の

影
響

な
ど

の
気

象
条

件
の

変
化

、
新

た
な

知
見

、
技

術
の

進
歩

、
社

会
経

済
の

変
化

等
に

合
わ

せ
、

必
要

な
見

直
し

を
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。

※
下

線
は

、
変

更
原

案
か

ら
修

正
案

で
追

記
し

た
箇

所
を

示
す

そ
の

他
-

1
そ

の
他

県
道

土
佐

伊
野

線
5
7

パ
ブ

コ
メ

い
の

町

　
大

内
地

区
の

県
道

(鎌
田

か
ら

土
佐

市
の

高
岡

線
)で

す
が

、
四

国
で

一
番

狭
い

県
道

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
　

小
学

校
・
中

学
校

の
通

学
路

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
型

車
両

な
ど

交
通

量
も

大
変

多
く
危

険
で

あ
る

た
め

、
県

道
の

拡
張

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
県

道
土

佐
伊

野
線

の
大

内
地

区
に

お
い

て
は

、
平

成
1
6
年

度
か

ら
拡

幅
工

事
を

行
っ

て
お

り
、

早
期

完
成

を
目

指
し

取
組

ん
で

お
り

ま
す

。
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